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１．はじめに 

テロ対策等国際的な物流セキュリティ強化の観点から、税関において、より早い段

階で海上コンテナー貨物に関する情報を入手することにより、これまで以上に水際に

おける取締りを強化する必要があることから、平成 24 年度関税改正において、コン

テナー貨物を積載して本邦に入港しようとする外国貿易船の運航者等及び当該貨物

の荷送人に対し、当該外国貿易船が船積港を出港する前に、詳細な積荷情報を、電子

的に税関に報告することを義務付ける出港前報告制度を導入することとしたところ

です。 

 

２．背景 

（１）2001 年に発生した米国同時多発テロを契機とし、世界税関機構（ＷＣＯ）は、

「国際貿易の安全確保および円滑化のためのＷＣＯ基準の枠組み」（以下「基準の

枠組み」という。）として、税関当局が国際貿易の安全確保及び円滑化の両立を推

進するために国際的に実施すべき方策を取りまとめました。この「基準の枠組み」

では、税関は海上コンテナー貨物に係る積荷情報を当該貨物の船積み前に電子的に

入手すべきとされています。 

（２）米国等の諸外国においては、当該国向けの海上コンテナー貨物を対象に、「基準

の枠組み」において認められている最も早いタイミングである積出地における船積

24 時間前を報告期限として、その積荷に関する詳細情報を電子的に報告すること

を義務付けています。 

（３）「基準の枠組み」や米国等の諸外国の制度と比較した場合、我が国の海上コンテ

ナー貨物に係る積荷情報の事前報告制度は、①積荷情報の報告が入港前であり、報

告から入港までが短時間であること、②混載貨物について詳細な品名や実際の荷受

人等が不明なことが多いこと、③税関に報告される積荷情報が全て電子化されてい

ないことから、報告のタイミング、報告内容及び報告方法について改善が必要とな

っていました。 

 

３．出港前報告制度の概要について 

出港前報告制度は、我が国に入港しようとする船舶に積み込まれる海上コンテナー

貨物に係る積荷情報について、原則として、当該コンテナーの船積港を当該船舶が出

港する前に、詳細な情報を電子的に報告することを義務付けるものです。具体的には

次のとおりです。（別紙１「出港前報告制度の概要」参照） 

 

（１）報告対象貨物 

 関税法第 15 条第７項及び第８項の規定に基づく出港前報告制度における報告対

象貨物は、本邦に入港しようとする外国貿易船に積載するコンテナー貨物とします。

ただし、次に掲げるコンテナー貨物は報告対象外とします。 
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・ 空のコンテナー 

・ コンテナータイプが「プラットホームコンテナー」 

・ 本邦で船卸しをしない海上コンテナー貨物 

 

（２）報告義務者 

 報告義務者は、次に掲げる者とします。 

Ａ．関税法第 15 条第７項の規定により、オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌを基にし

た積荷情報を把握しているコンテナー貨物を積載して我が国に入港しようとす

る外国貿易船の運航者等（以下「船会社等」という。）とします。 

Ｂ．関税法第 15 条第８項及び関税法施行令第 12 条第９項の規定により、ハウスＢ

／Ｌを基にした積荷情報を把握している船会社等が行う運送を利用して貨物の

運送を業として行う者であって当該船会社等と運送契約を締結する荷送人（以下

「利用運送事業者等」という。）とします。 

 

（３）報告期限 

報告義務者及び税関の双方が把握・確認することができる出港日時を基準とし

た次に掲げる期限とします。 

Ａ．関税法施行令第 12 条第７項の規定により、上記３－（１）の報告対象貨物を

船積みして本邦に入港しようとする外国貿易船が、当該貨物を船積みして船積港

を出港する 24 時間前までとします。（ただし、下記Ｂの場合を除きます。） 

Ｂ．関税法施行規則第２条の２第４項の規定により、同規則別表第３（別紙２「報

告期限の緩和措置」参照）の「本邦以外の地域」を船積港とし、「本邦の地域」

を第一到着港とする場合には、船積港を出港する時までとします。 

 

（４）報告内容 

出港前報告制度における積荷に関する事項の報告項目は、以下のとおりとします。 

Ａ．上記３－（２）－Ａに掲げる報告義務者である船会社等 

関税法施行令第 12 条第８項及び関税法施行規則第２条の２第５項の規定によ

り、別紙３「報告項目」の「オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌ積荷情報」の欄に掲

げる積荷に関する事項を報告項目（必須項目）とします。 

Ｂ．上記３－（２）－Ｂに掲げる報告義務者である利用運送事業者等 

関税法施行令第12条第10項及び関税法施行規則第２条の２第６項の規定によ

り、別紙３「報告項目」の「ハウスＢ／Ｌ積荷情報」の欄に掲げる積荷に関する

事項を報告項目（必須項目）とします。 

 

（５）報告方法 

出港前報告制度における積荷に関する事項の報告は、関税法第 15 条第９項の規
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定により、輸出入・港湾関連情報処理システム（以下「ＮＡＣＣＳ」という。下記

４－（１）参照。）を使用して電子的に報告することを義務付けています。 

ただし、電気通信回線の故障等によりＮＡＣＣＳを使用して電子的に報告するこ

とが困難な場合として税関が認めた場合には、書面等により報告を行う必要があり

ます。 

 

（６）出港前報告の免除 

関税法施行令第 12 条第６項の規定により、暴風、豪雨、洪水、地震、津波、噴

火その他自然現象の異変による災害及び火薬類の爆発その他の人為による異常な

災害（武力紛争等）により、船積港の出港前に日本向け海上コンテナー貨物の積荷

に関する事項の報告を行うことが困難であると認められる場合には、当該積荷に関

する事項の報告が免除されます。 

なお、上記３－（５）ただし書きに規定する電気通信回線の故障等によりＮＡＣ

ＣＳを使用して電子的に報告することが困難な場合については、書面等により報告

を行う必要があり、報告は免除されません。 

 

（７）事前通知 

 税関では、出港前報告制度により報告された積荷情報のリスク分析を実施した結

果、我が国のセキュリティ上、ハイリスクと判定し、関税法第 106 条の規定により

本邦での船卸一時停止等の措置が必要な積荷については、原則として、報告から

24 時間以内に次に掲げる事前通知を行います。ただし、税関において、セキュリ

ティに関する新たな情報を入手した場合には、報告から 24 時間を経過していたと

しても当該通知を行うこととしています。（別紙４「リスク分析結果の事前通知」

参照） 

 なお、当該事前通知の後、事前通知の要件（事由）が解消された場合、税関では、

速やかに当該事前通知の解除を行うこととしています。 

Ａ．コード「ＤＮＬ」 

船積 24 時間前までに税関へ報告される積荷情報について、税関のリスク分析

の結果、我が国のセキュリティ上、ハイリスク貨物であると判断した場合、ＮＡ

ＣＣＳを通じて「ＤＮＬ」のコードと本邦に持ち込むことができないハイリスク

貨物である旨の通知内容を付した事前通知を行います。 

Ｂ．コード「ＨＬＤ」 

 税関において、報告された積荷情報のリスク評価を完了するために、追加の情

報又は情報の訂正を要請する必要がある場合には、ＮＡＣＣＳを通じて「ＨＬＤ」

のコードと具体的な要請内容を付した事前通知を行います。 

Ｃ．コード「ＤＮＵ」 

本コードは、次に掲げる場合において、事前通知を行います。 
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・ 外国貿易船が船積港を出港した後において、税関のリスク分析の結果、我が

国のセキュリティ上、ハイリスク貨物であることが判明した積荷については、

ＮＡＣＣＳを通じて「ＤＮＵ」のコードと本邦入港時に当該積荷の船卸一時停

止を行う旨の通知内容を付した事前通知を行います。 

・ 上記Ｂの事前通知を行った積荷について、当該事前通知が解除されることな

く、当該積荷を積載した外国貿易船が船積港を出港したことを税関が確認した

場合には、当該外国貿易船が本邦に入港するまでの間に税関が要請した追加情

報の報告又は情報の訂正が行われない限り、当該積荷の船卸一時停止を行う必

要があることから、ＮＡＣＣＳを通じて「ＤＮＵ」のコードに切替えを行い、

要請事項が履行されない場合には、船卸一時停止を行う旨の通知内容を付した

事前通知を行います。 

 

（８）船卸許可申請 

次に掲げるとおり、報告期限までに積荷に関する事項の報告がなされなかった場

合には、税関からＮＡＣＣＳを通じて「ＳＰＤ」コードの事前通知を行うこととし

ています。（この場合、報告義務者は罰則の適用を受ける場合があります。） 

また、当該事前通知が行われた積荷は、関税法第 16 条第３項の規定に基づき、

税関の船卸許可を受けない限り、当該積荷の船卸しをしてはならないため、船卸し

をしようとする者は、次に掲げる区分に応じて、船卸許可申請手続きを行う必要が

あります。 

Ａ．積荷に関する事項の報告が行われなかった場合 

船卸しをしようとする者は、あらかじめ上記３－（５）に掲げる積荷に関する

事項の報告を行った後、船卸しをしようとする港を管轄する税関に対して、船卸

許可申請を行い、船卸許可を受けなければなりません。 

Ｂ．積荷に関する事項の報告が報告期限を遅れた場合 

 船卸しをしようとする者は、船卸しをしようとする港を管轄する税関に対して、

船卸許可申請を行い、船卸許可を受けなければなりません。 

 

（９）罰則 

船会社等又は利用運送事業者等が、関税法第 15 条第７項又は第８項に規定する

積荷に関する事項について、報告期限までに報告がなされなかった場合、又は偽っ

た報告をした場合には、１年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金に処せられます。 

また、関税法第 16 条第３項に規定による船卸しの許可を受けようとする者が、

当該許可を受けることなく積荷の船卸しをした場合にも、１年以下の懲役又は 50

万円以下の罰金に処せられます。 
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４．ＮＡＣＣＳを使用した報告方法等について 

（１）ＮＡＣＣＳとは 

輸出入・港湾関連情報処理システム（ＮＡＣＣＳ）とは、入出港する船舶・航空

機及び輸出入される貨物について、税関その他の関係行政機関に対する手続及び関連

する民間業務をオンラインで処理するシステムであり、輸出入・港湾関連情報処理セ

ンター株式会社（以下「ＮＡＣＣＳセンター」という。会社 HP：http://www.naccs.jp/）

が運営しています。 

出港前報告制度における積荷に関する事項の報告は、上記３－（５）で述べたと

おり、このＮＡＣＣＳを使用して電子的に報告することを義務付けています。 

 

（２）ＮＡＣＣＳへの利用（接続）形態 

出港前報告制度における積荷に関する事項の報告を行うためのＮＡＣＣＳとの

接続方法については、別紙５「ＮＡＣＣＳ利用（接続）形態」に掲げるとおり、自

社システムとのゲートウェイ接続、又はサービスプロバイダー経由による接続の場

合があります。 

※ なお、日本国内に事業所を有し、ＮＡＣＣＳセンターと利用契約を締結してい

る者であれば、ＮＡＣＣＳセンターが提供するクライアントソフト（パッケージ

ソフト）を使用して報告を行うことも可能です。 

 

（３）申請者ＩＤの発給 

サービスプロバイダー経由による接続により、出港前報告制度における積荷情報の

報告を行う者は、ＮＡＣＣＳセンターが提供する申請者ＩＤ発給システムから申請

者ＩＤをあらかじめ取得する必要があります。申請者ＩＤの取得方法は、別紙６「申

請者ＩＤの取得手順等イメージ図」のとおりです。なお、詳細な取得方法について

は、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）

に掲載しています。また、申請者ＩＤは同サイトから取得することができます。 

 

（４）船会社等が行う積荷に関する事項（オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌ積荷情報）の

報告 

Ａ．積荷情報の登録 

船会社等が行う積荷に関する事項の報告は、オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌ単

位ごとに、別紙７「ＮＡＣＣＳ業務フロー」に掲げる出港前報告（ＡＭＲ）業務

を利用して、報告期限までに登録を行う必要があります。 

なお、本業務にあたっては、EDIFACT 電文での報告を行うことを可能として

おります。 

Ｂ．入力項目 

出港前報告（ＡＭＲ）業務の入力項目表は、別紙８「出港前報告（ＡＭＲ）業
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務入力項目表」のとおりです。 

Ｃ．積荷情報の受理 

 上記Ａで登録された積荷情報については、ＮＡＣＣＳで入力要件チェックが行

われ、処理結果（正常又はエラー）が報告者に通知されます。 

 なお、入力要件チェックでは、データの属性等の形式チェックのほか、品名欄

に別紙９「受理不可品名」に掲げる品名が記載されていた場合には受理不可（処

理結果エラーを通知）となります。（なお、別紙９に掲げる品名は例示であり、

今後必要に応じて見直しを行うこととしております。） 

Ｄ．積荷情報の訂正等 

ＮＡＣＣＳで正常に受理されたオーシャン（マスター）Ｂ／Ｌ積荷情報の訂正

等を行う場合には、出港前報告訂正（ＣＭＲ）業務を利用して、必要な訂正等を

行うことができます。ただし、Ｂ／Ｌ番号、船舶コード、航海番号、船会社コー

ド、船積港コード及び船積港枝番の項目については訂正できません。 

また、下記４－（６）に掲げる出港日時報告（ＡＴＤ）業務実施後は、税関か

らの事前通知が行われている場合を除き、訂正・削除をすることができなくなり

ます。 

 

（５）利用運送事業者等が行う積荷に関する事項（ハウスＢ／Ｌ積荷情報）の報告 

Ａ．積荷情報の登録 

利用運送事業者等が行う積荷に関する事項の報告は、ハウスＢ／Ｌ単位ごとに、

別紙７「ＮＡＣＣＳ業務フロー」に掲げる出港前報告ハウスＢ／Ｌ（ＡＨＲ）業

務を利用して、報告期限までに登録を行う必要があります。 

なお、本業務にあたっては、EDIFACT 電文での報告を行うことを可能として

おります。 

Ｂ．入力項目 

出港前報告ハウスＢ／Ｌ（ＡＨＲ）業務の入力項目表は、別紙 10「出港前報

告ハウスＢ／Ｌ（ＡＨＲ）業務入力項目表」のとおりです。 

Ｃ．積荷情報の受理 

上記Ａで登録された積荷情報については、ＮＡＣＣＳで入力要件チェックが行

われ、処理結果（正常又はエラー）が報告者に通知されます。 

 なお、入力要件チェックでは、データの属性等の形式チェックのほか、品名欄

に別紙９「受理不可品名」に掲げる品名が記載されていた場合には受理不可（処

理結果エラーを通知）となります。（なお、別紙９に掲げる品名は例示であり、

今後必要に応じて見直しを行うこととしております。） 

Ｄ．積荷情報の訂正等 

ＮＡＣＣＳで正常に受理されたハウスＢ／Ｌ積荷情報の訂正等を行う場合に

は、出港前報告訂正ハウスＢ／Ｌ（ＣＨＲ）業務を利用して、必要な訂正等を行
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うことができます。ただし、ハウスＢ／Ｌ番号、マスターＢ／Ｌ番号、船舶コー

ド、航海番号、船会社コード、船積港コード及び船積港枝番の項目については訂

正できません。 

また、下記４－（６）に掲げる出港日時報告（ＡＴＤ）業務実施後は、税関か

らの事前通知が行われている場合を除き、訂正・削除をすることができなくなり

ます。 

 

（６）船会社等による船積港の出港日時（確定）の報告 

Ａ．船積港出港日時情報の登録 

船会社等は、上記４－（４）又は（５）の積荷に関する事項の報告を行った貨

物を船積みして出港した後、関税法第 15 条第１項の規定に基づく入港前の積荷

に関する事項の報告（ＮＡＣＣＳの積荷目録提出（ＤＭＦ）業務）を行う時まで

に、出港日時報告（ＡＴＤ）業務を利用して、船積港の出港日時（確定）の報告

を行う必要があります。 

Ｂ．入力項目 

出港日時報告（ＡＴＤ）業務の入力項目表は、別紙 11「出港日時報告（ＡＴ

Ｄ）業務入力項目表」のとおりです。 

Ｃ．船積港出港日時情報の訂正 

 ＮＡＣＣＳに登録した船積港出港日時情報の訂正を行う場合には、同じく出港

日時報告（ＡＴＤ）業務を利用して、必要な訂正を行うことができます。 

 

（７）不一致情報 

 上記４－（４）及び（５）の積荷に関する事項の報告については、ＮＡＣＣＳに

おいて報告期限超過等の判定処理を実施し、報告者に不一致情報が配信されます。 

Ａ．通知種類 

(a)報告期限超過が判明した場合の不一致情報 

(b)出港前報告（ＡＭＲ）業務による積荷情報が報告されているにも関わらず、出

港前報告ハウスＢ／Ｌ（ＡＨＲ）業務による積荷情報が未報告であることが判

明した場合の不一致情報 

(c)出港前報告ハウスＢ／Ｌ（ＡＨＲ）業務による積荷情報が報告されているにも

関わらず、出港前報告（ＡＭＲ）業務による積荷情報が未報告であることが判

明した場合の不一致情報 

(d)関連付けされた出港前報告（ＡＭＲ）業務により報告された積荷情報と出港前

報告ハウスＢ／Ｌ（ＡＨＲ）業務により報告された積荷情報で船舶コード等が

一致しない場合の不一致情報 

(e)積荷目録提出（ＤＭＦ）業務による積荷情報が報告されているにも関わらず、

出港前報告（ＡＭＲ）業務による積荷情報が未報告であることが判明した場合
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の不一致情報 

(f)出港日時報告（ＡＴＤ）業務が未登録であることが判明した場合の不一致情報 

Ｂ．配信時期 

(a)上記 A－(a)から(d)に掲げる不一致情報は、出港日時報告（ＡＴＤ）業務の実

施を契機に判定処理を実施して配信を行います。 

(b)上記 A－(e)から(f)に掲げる不一致情報は、積荷目録提出（ＤＭＦ）業務の実

施を契機に判定処理を実施して配信を行います。 

Ｃ．配信先 

(a)上記 B－(a)に掲げる配信時期に配信される不一致情報は、出港日時報告（Ａ

ＴＤ）業務の報告者に対して配信されます。 

(b)上記 B－(b)に掲げる配信時期に配信される不一致情報は、積荷目録提出（Ｄ

ＭＦ）業務の報告者に対して配信されます。 

Ｄ．出力項目 

不一致情報の出力項目は、別紙 12「不一致情報出力項目表」のとおりであり、

出力イメージは、別紙 13「不一致情報出力イメージ」のとおりです。 

 

（８）税関からの事前通知 

 上記３－（７）の税関からの事前通知に係る通知先や出力項目は以下のとおりで

す。 

Ａ．通知種類 

(a)ＤＮＬのコードを付した事前通知及びその解除通知 

(b)ＨＬＤのコードを付した事前通知及びその解除通知 

(c)ＤＮＵのコードを付した事前通知及びその解除通知 

(d)ＳＰＤのコードを付した事前通知及びその解除通知 

Ｂ．通知先 

(a)出港前報告（ＡＭＲ）業務により報告された積荷情報に対する上記 A－(a)か

ら(d)までに掲げる事前通知は、出港前報告（ＡＭＲ）業務の報告者、当該報

告の通知先欄に登録がある者及び積荷目録提出（ＤＭＦ）業務の報告者に対し

て通知されます。 

(b) 出港前報告ハウスＢ／Ｌ（ＡＨＲ）業務により報告された積荷情報に対する

上記 A－(a)から(c)までに掲げる事前通知は、出港前報告ハウスＢ／Ｌ（ＡＨ

Ｒ）業務の報告者、当該報告の通知先欄に登録がある者、関連付けされた出港

前報告（ＡＭＲ）業務による積荷情報の報告者（税関からの事前通知前に出港

前報告（ＡＭＲ）業務が実施済みの場合に限る。）及び積荷目録提出（ＤＭＦ）

業務の報告者に対して通知されます。 

Ｃ．出力項目 

税関からの事前通知の出力項目は、別紙 14「事前通知出力項目表」のとおり



9 

であり、出力イメージは、別紙 15「事前通知（通知）出力イメージ」及び別紙

16「事前通知（解除）出力イメージ」のとおりです。 

 

（９）出港前報告制度により報告された積荷情報の内容を利用した入港前報告制度の報

告用の積荷情報の作成 

上記４－（４）の積荷に関する事項の報告を行った貨物について、関税法第 15

条第１項の規定に基づく入港前の積荷に関する事項の報告を行う場合には、次に掲

げる業務を利用して、出港前報告制度により報告された積荷情報の内容を引用し、

入港前報告制度の報告用の積荷情報を簡易に作成することができます。 

Ａ．本船利用会社単位で一括登録する場合 

入港前報告制度の報告用の積荷情報を作成するにあたり、積荷目録情報登録

（一括）（ＭＦＩ）業務を利用し、本船利用会社単位で出港前報告制度により報

告された積荷情報の内容を引用してＮＡＣＣＳへ一括登録することができます。 

Ｂ．Ｂ／Ｌ単位で登録する場合 

入港前報告制度の報告用の積荷情報を作成するにあたり、積荷目録情報登録呼

出し（ＭＦＲ１１）業務を利用し、Ｂ／Ｌ単位で出港前報告制度により報告され

た積荷情報の内容を引用してＮＡＣＣＳへ登録することができます。 

 

（10）船卸許可申請 

Ａ．船卸許可申請情報の登録 

 ＮＡＣＣＳを使用して、関税法第 16 条第３項の規定による船卸しの許可を受

けようとする場合には、別紙７「ＮＡＣＣＳ業務フロー」に掲げる船卸許可申請

（ＤＮＣ）業務を利用して、船卸しをしようとする開港を管轄する税関に申請す

る必要があります。 

Ｂ．入力項目 

船卸許可申請（ＤＮＣ）業務の入力項目表は、別紙 17「船卸許可申請（ＤＮ

Ｃ）業務入力項目表」のとおりです。 

 

５．施行日 

 本制度は、2014 年 3 月から施行予定です。 

 

 

（以上） 



我
が

国
に

入
港

し
よ

う
と

す
る

船
舶

に
積

み
込

ま
れ

る
海

上
コ

ン
テ

ナ
ー

貨
物

に
係

る
積

荷
情

報
に

つ
い

て
、

原
則

と
し

て
当

該
コ

ン
テ

ナ
ー

貨
物

の
船

積
港

を
当

該
船

舶
が

出
港

す
る

24
時

間
前

に
、

詳
細

な
情

報
を

、
電

子
的

に
報

告
す

る
こ

と
を

義
務

付
け

る
。

日
本

外
国

入
港

24
時

間
前

ま
で

出
港

24
時

間
前

ま
で

出
港

前
報

告
（

新
規

）

原
則

、
電

子
的

報
告

利
用

運
送

事
業

者
の

把
握

し
て

い
る

積
荷

情
報

船
会

社
の

把
握

し
て

い
る

積
荷

情
報

＞
＞

＞
＞

＞

別
紙

１
＿

出
港

前
報

告
制

度
の

概
要

日
本

向
け

船
積

み
コ

ン
テ

ナ
ー

貨
物

に
係

る
積

荷
情

報

船
積

港
及

び
当

該
港

の
出

港
日

時
を

追
記

積
荷

情
報

入
港

前
報

告

報
告

対
象

我
が

国
の

港
に

入
港

す
る

外
国

貿
易

船
に

積
み

込
ま

れ
る

海
上

コ
ン

テ
ナ

ー
貨

物
（
注

）
た

だ
し

、
空

コ
ン

テ
ナ

ー
及

び
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

コ
ン

テ
ナ

ー
の

ほ
か

、
導

入
当

初
に

お
い

て
は

我
が

国
で

船
卸

し
し

な
い

通
過

貨
物

を
対

象
外

と
す

る
。

報
告

義
務

者
及

び
内

容

船
会

社
船

会
社

が
把

握
し

て
い

る
積

荷
情

報
（オ

ー
シ

ャ
ン

（マ
ス

タ
ー

）Ｂ
／

Ｌ
を

基
に

し
た

積
荷

情
報

）

利
用

運
送

事
業

者
利

用
運

送
事

業
者

が
把

握
し

て
い

る
積

荷
情

報
（ハ

ウ
ス

Ｂ
／

Ｌ
を

基
に

し
た

積
荷

情
報

）

報
告

方
法

（電
子

的
報

告
を

原
則

義
務

化
）

Ｎ
Ａ

Ｃ
Ｃ

Ｓ
（輸

出
入

・港
湾

関
連

情
報

処
理

シ
ス

テ
ム

）を
活

用
し

た
電

子
的

報
告

報
告

期
限

原
則

、
外

国
の

船
積

港
を

出
港

す
る

２
４

時
間

前
ま

で
に

報
告

（
注

）
た

だ
し

、
韓

国
及

び
中

国
等

の
近

隣
諸

国
の

港
を

船
積

港
と

す
る

一
定

の
範

囲
内

の
近

海
航

路
に

つ
い

て
は

、
制

度

定
着

ま
で

の
当

面
の

間
、

報
告

期
限

を
船

積
港

に
お

け
る

外
国

貿
易

船
の

出
港

時
ま

で
と

す
る

。

罰
則

報
告

期
限

ま
で

に
報

告
が

な
さ

れ
な

い
場

合
、

１
年

以
下

の
懲

役
又

は
５

０
万

円
以

下
の

罰
金

10



＜
参

考
＞

出
港

前
報

告
制

度
の

概
念

図

（
注

1）
出

港
前

報
告

制
度

に
よ

り
報

告
さ

れ
た

積
荷

情
報

の
リ

ス
ク

分
析

を
実

施
し

た
結

果
、

テ
ロ

等
の

ハ
イ

リ
ス

ク
貨

物
と

判
定

し
た

場
合

は
、

原
則

と
し

て
報

告
か

ら
２

４
時

間
以

内
に

事
前

通
知

を
行

う
こ

と
か

ら
、

法

令
に

規
定

す
る

報
告

期
限

は
出

港
の

2
4
時

間
前

ま
で

で
あ

る
も

の
の

、
諸

外
国

同
様

に
船

積
2

4
時

間
前

ま
で

に
税

関
へ

報
告

す
る

こ
と

に
よ

り
、

船
積

み
前

ま
で

に
ハ

イ
リ

ス
ク

貨
物

の
事

前
通

知
を

受
取

る
こ

と

が
可

能
と

な
り

、
当

該
通

知
を

受
け

た
貨

物
に

つ
い

て
は

船
積

み
を

取
り

止
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
注

2）
輸

出
入

・
港

湾
関

連
情

報
処

理
シ

ス
テ

ム
（
N

A
C

C
S

）
を

活
用

し
た

電
子

的
報

告
を

義
務

化
。

（
注

3）
利

用
運

送
事

業
者

(N
o

n
 V

e
ss

e
l O

p
e

ra
tin

g
 C

o
m

m
o

n
 C

a
rr

ie
r(

N
V

O
C

C
))

と
は

、
自

ら
は

船
舶

の
輸

送
手

段
を

保
有

せ
ず

、
運

航
者

等
の

サ
ー

ビ
ス

（
船

舶
輸

送
）
を

使
っ

て
貨

物
を

輸
送

す
る

事
業

者
。

（
注

4）
検

査
体

制
を

整
備

し
た

後
、

厳
重

検
査

を
実

施
。

（
注

5）
報

告
期

限
ま

で
に

積
荷

情
報

の
報

告
が

な
さ

れ
な

か
っ

た
場

合
に

は
、

罰
則

の
適

用
を

受
け

る
場

合
が

あ
る

ほ
か

、
当

該
報

告
が

な
さ

れ
な

か
っ

た
積

荷
に

つ
い

て
は

、
船

卸
し

に
つ

い
て

税
関

の
許

可
を

受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

入
港

・
貨

物
の

船
卸

（
注

5）
貨

物
の

船
積

・
出

港

報
告

後
2

4
時

間
以

内
船

積
2

4
時

間
前

（
注

1）

ハ
イ

リ
ス

ク
貨

物
の

事
前

通
知

税
関

に
よ

る
リ

ス
ク

分
析

コ
ン

テ
ナ

ー
貨

物
情

報
の

事
前

報
告

運
航

者

利
用

運
送

事
業

者

情
報

の
追

加
・
訂

正
を

指
示

ハ
イ

リ
ス

ク
貨

物
の

事
前

通
知

税
関

積 荷 情 報 を 活 用 し て リ ス ク 分 析

報
告

内
容

の
不

備
等

テ
ロ

等
の

ハ
イ

リ
ス

ク
貨

物
と

判
定

問
題

な
し

情
報

の
追

加
・
訂

正

入
港

 
船

卸
一

時
停

止
（
注

4）

海
外

の
船

積
港

本
邦

の
船

卸
港

船
積

の
取

り
止

め

船
積

 
出

港

船
積

 
出

港

入
港

 
船

卸

利
用

運
送

事
業

者
（注

3）

運
航

者
（
船

会
社

）
コ ン テ ナ ー 貨 物 情 報 の 事 前 報 告

（
注

2）

11



別
紙

２
＿

報
告

期
限

の
緩

和
措

置

制
度

定
着

ま
で

の
当

面
の

間
、

下
記

表
の

と
お

り
、

外
国

貿
易

船
が

「
本

邦
以

外
の

地
域

」
欄

に
該

当
す

る
港

で
船

積
み

し
て

、
最

初
に

入
港

し
よ

う
と

す
る

開
港

が
「
本

邦
の

地
域

」
欄

に
該

当
す

る
場

合
、

報
告

期
限

は
船

積
港

の
出

港
時

ま
で

と
す

る
。

本
邦

以
外

の
地

域
（
外

国
と

み
な

す
地

域
を

含
む

。
）

本
邦

の
地

域
報

告
期

限

東
経

百
二

十
八

度
及

び
東

経
百

五
十

六
度

の
線

並
び

に
北

緯
四

十
度

及
び

北
緯

五
十

四
度

の
線

で
囲

ま
れ

た
地

域
（
中

華
人

民
共

和
国

及
び

ロ
シ

ア
の

区
域

並
び

に
令

第
九

十
四

条
（
外

国
と

み
な

す
地

域
）
に

定
め

る
地

域
（
歯

舞
群

島
、

色
丹

島
、

国
後

島
及

び
択

捉
島

。
以

下
こ

の
表

に
お

い
て

同
じ

。
）
に

限
る

。
）

北
海

道

東
経

百
二

十
八

度
及

び
東

経
百

五
十

二
度

の
線

並
び

に
北

緯
三

十
四

度
及

び
北

緯
五

十
度

の
線

で
囲

ま
れ

た
地

域
（
大

韓
民

国
、

中
華

人
民

共
和

国
及

び
ロ

シ
ア

の
区

域
並

び
に

令
第

九
十

四
条

に
定

め
る

地
域

に
限

る
。

）
青

森
県

、
秋

田
県

、
山

形
県

及
び

新
潟

県

東
経

百
三

十
三

度
及

び
東

経
百

五
十

二
度

の
線

並
び

に
北

緯
四

十
三

度
及

び
北

緯
四

十
七

度
の

線
で

囲
ま

れ
た

地
域

岩
手

県
及

び
宮

城
県

東
経

百
四

十
五

度
及

び
東

経
百

四
十

九
度

の
線

並
び

に
北

緯
四

十
三

度
及

び
北

緯
四

十
七

度
の

線
で

囲
ま

れ
た

地
域

福
島

県
及

び
茨

城
県

東
経

百
二

十
二

度
及

び
東

経
百

四
十

度
の

線
並

び
に

北
緯

三
十

三
度

及
び

北
緯

四
十

六
度

の
線

で
囲

ま
れ

た
地

域
（
大

韓
民

国
、

中
華

人
民

共
和

国
及

び
ロ

シ
ア

の
区

域
に

限
り

、
東

経
百

二
十

二
度

及
び

東
経

百
二

十
七

度
の

線
並

び
に

北
緯

三
十

七
度

及
び

北
緯

四
十

六
度

の
線

で
囲

ま
れ

た
地

域
を

除
く
。

）

富
山

県
、

石
川

県
、

福
井

県
、

京
都

府
及

び
兵

庫
県

（
日

本
海

に
面

す
る

地
域

に
限

る
。

）

東
経

百
十

七
度

及
び

東
経

百
三

十
一

度
の

線
並

び
に

北
緯

三
十

度
三

十
分

及
び

北
緯

四
十

一
度

の
線

で
囲

ま
れ

た
地

域
（
大

韓
民

国
及

び
中

華
人

民
共

和
国

の
区

域
に

限
り

、
東

経
百

三
十

度
及

び
東

経
百

三
十

一
度

の
線

並
び

に
北

緯
三

十
八

度
及

び
北

緯
四

十
一

度
の

線
で

囲
ま

れ
た

地
域

を
除

く
。

）

大
阪

府
、

兵
庫

県
（
瀬

戸
内

海
に

面
す

る
地

域
に

限
る

。
）
及

び
和

歌
山

県

東
経

百
十

七
度

及
び

東
経

百
四

十
度

の
線

並
び

に
北

緯
三

十
度

三
十

分
及

び
北

緯
四

十
六

度
の

線
で

囲
ま

れ
た

地
域

（
大

韓
民

国
、

中
華

人
民

共
和

国
及

び
ロ

シ
ア

の
区

域
に

限
る

。
）

鳥
取

県
及

び
島

根
県

東
経

百
十

七
度

及
び

東
経

百
三

十
一

度
の

線
並

び
に

北
緯

三
十

度
及

び
北

緯
四

十
二

度
の

線
で

囲
ま

れ
た

地
域

（
大

韓
民

国
及

び
中

華
人

民
共

和
国

の
区

域
に

限
り

、
東

経
百

十
七

度
及

び
東

経
百

二
十

二
度

の
線

並
び

に
北

緯
三

十
度

及
び

北
緯

三
十

度
三

十
分

の
線

で
囲

ま
れ

た
地

域
を

除
く
。

）

岡
山

県
、

広
島

県
、

徳
島

県
、

香
川

県
、

愛
媛

県
及

び
高

知
県

東
経

百
十

七
度

及
び

東
経

百
三

十
五

度
の

線
並

び
に

北
緯

二
十

六
度

及
び

北
緯

四
十

四
度

の
線

で
囲

ま
れ

た
地

域
（
大

韓
民

国
、

中
華

人
民

共
和

国
及

び
ロ

シ
ア

の
区

域
に

限
る

。
）

山
口

県
、

福
岡

県
、

佐
賀

県
、

長
崎

県
、

熊
本

県
、

大
分

県
、

宮
崎

県
及

び
鹿

児
島

県
（
奄

美
市

及
び

大
島

郡
を

除
く
。

）

東
経

百
十

七
度

及
び

東
経

百
三

十
一

度
の

線
並

び
に

北
緯

十
七

度
及

び
北

緯
三

十
八

度
の

線
で

囲
ま

れ
た

地
域

（
大

韓
民

国
、

中
華

人
民

共
和

国
、

台
湾

及
び

フ
ィ

リ
ピ

ン
共

和
国

の
区

域
に

限
る

。
）

鹿
児

島
県

奄
美

市
及

び
大

島
郡

並
び

に
沖

縄
県

（
石

垣
市

、
宮

古
島

市
、

宮
古

郡
多

良
間

村
並

び
に

八
重

山
郡

竹
富

町
及

び
与

那
国

町
を

除
く
。

）

東
経

百
十

四
度

及
び

東
経

百
二

十
八

度
の

線
並

び
に

北
緯

十
五

度
及

び
北

緯
三

十
四

度
の

線
で

囲
ま

れ
た

地
域

沖
縄

県
石

垣
市

、
宮

古
島

市
、

宮
古

郡
多

良
間

村
並

び
に

八
重

山
郡

竹
富

町
及

び
与

那
国

町

船
積

港
を

出
港

す
る

時
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〈
参

考
〉
主

要
船

積
港

別
報

告
期

限
一

覧

出
港

前
報

告
制

度
に

お
い

て
、

下
記

主
要

船
積

港
別

報
告

期
限

一
覧

の
と

お
り

、
韓

国
及

び
中

国
等

の
港

を
船

積
港

と
す

る
一

定
の

範
囲

内
の

近
海

航
路

に
つ

い
て

は
、

制
度

定
着

ま
で

の
当

面
の

間
、

報
告

期
限

を
船

積
港

に
お

け
る

外
国

貿
易

船
の

出
港

時
ま

で
と

す
る

。 ※
網

掛
け

の
部

分
が

、
出

港
前

報
告

制
度

に
お

い
て

報
告

期
限

の
緩

和
措

置
（
出

港
前

）
を

適
用

す
る

航
路

。

単
位

：
ｈ

（
時

間
）

コ
ル

サ
コ

フ
ｳ

ﾗ
ｼ
ﾞｵ

ｽ
ﾄ
ｯ
ｸ

釜
山

浦
項

仁
川

新
港

（
天

津
）

大
連

青
島

上
海

香
港

高
雄

基
隆

出
港

前
出

港
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

　
奄

美
群

島
2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

　
先

島
諸

島
2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

2
4
h
前

出
港

前
出

港
前

出
港

前
出

港
前

　
鹿

児
島

県

　
沖

縄
県

極
東

ロ
シ

ア
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
海

外
の

主
要

船
積

港

本
邦

第
一

到
着

港
の

地
域

　
徳

島
県

、
高

知
県

　
岡

山
県

、
広

島
県

、
香

川
県

、
愛

媛
県

　
山

口
県

、
福

岡
県

、
佐

賀
県

、
　

長
崎

県
、

大
分

県
、

熊
本

県

　
宮

崎
県

　
鳥

取
県

、
島

根
県

　
東

京
都

、
神

奈
川

県
、

千
葉

県

　
静

岡
県

、
愛

知
県

、
三

重
県

　
和

歌
山

県
、

大
阪

府
、

  
兵

庫
県

（
瀬

戸
内

海
側

）

　
富

山
県

、
石

川
県

、
福

井
県

、
　

京
都

府
、

兵
庫

県
（
日

本
海

側
）

　
北

海
道

　
青

森
県

、
秋

田
県

、
山

形
県

、
新

潟
県

　
岩

手
県

、
宮

城
県

　
福

島
県

、
茨

城
県

韓
国

台
湾

中
国
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別
紙

３
＿

報
告

項
目

①

出
港

前
報

告
制

度
に

お
け

る
積

荷
に

関
す

る
事

項
の

報
告

項
目

（
必

須
項

目
）
は

、
以

下
の

と
お

り
と

す
る

。

オ
ー

シ
ャ

ン
（
マ

ス
タ

ー
）

Ｂ
/
Ｌ

積
荷

情
報

ハ
ウ
ス

Ｂ
/
Ｌ

積
荷

情
報

荷
送

人
名

荷
送

人
名

荷
送

人
名

荷
送

人
住

所
又

は
居

所
荷

送
人

住
所

又
は

居
所

荷
送

人
電

話
番

号
荷

送
人

電
話

番
号

荷
送

人
国

名
コ

ー
ド

荷
送

人
国

名
コ
ー

ド

荷
受

人
名

荷
受

人
名

荷
受

人
名

荷
受

人
住

所
又

は
居

所
荷

受
人

住
所

又
は

居
所

荷
受

人
電

話
番

号
荷

受
人

電
話

番
号

荷
受

人
国

名
コ

ー
ド

荷
受

人
国

名
コ
ー

ド

着
荷

通
知

先
名

着
荷

通
知

先
名

着
荷

通
知

先
名

着
荷

通
知

先
住

所
又

は
居

所
着

荷
通

知
先

住
所

又
は

居
所

着
荷

通
知

先
電

話
番

号
着

荷
通

知
先

電
話

番
号

着
荷

通
知

先
国

名
コ

ー
ド

着
荷

通
知

先
国
名

コ
ー

ド

4
品

名
品

名
品

名

5
代

表
品

目
番

号
（

Ｈ
Ｓ

コ
ー

ド
（

６
桁

）
）

代
表

品
目

番
号
（
Ｈ

Ｓ
コ

ー
ド

（
６

桁
）

）

6
個

数
・

個
数

単
位

コ
ー

ド
個

数
・

個
数

単
位
コ

ー
ド

個
数

・
個

数
単

位
コ

ー
ド

7
総

重
量

・
重

量
単

位
コ

ー
ド

総
重

量
・

重
量
単
位

コ
ー

ド
総

重
量

・
重

量
単

位
コ

ー
ド

8
容

積
・

容
積

単
位

コ
ー

ド
容

積
・

容
積

単
位
コ

ー
ド

容
積

・
容

積
単

位
コ

ー
ド

9
記

号
・

番
号

記
号

・
番

号
記

号
・

番
号

1
0
船

会
社

コ
ー

ド
船

会
社

コ
ー

ド
船

会
社

コ
ー

ド

〈
参

考
〉
入

港
前

報
告

1 2 3

出
港

前
報

告
制

度
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報
告

項
目

②

オ
ー

シ
ャ

ン
（

マ
ス

タ
ー

）
Ｂ

/
Ｌ

積
荷

情
報

ハ
ウ

ス
Ｂ

/
Ｌ

積
荷

情
報

1
1
船

舶
コ

ー
ド

（
信

号
符

字
）

船
舶

コ
ー

ド
（
信

号
符

字
）

船
舶

コ
ー

ド
（

信
号

符
字

）

1
2
航

海
番

号
航

海
番

号

1
3
船

積
港

コ
ー

ド
船

積
港

コ
ー

ド
船

積
港

コ
ー

ド

1
4
船

積
港

の
出

港
予

定
日

時
船

積
港

の
出

港
確

定
日

時
（

注
２

）

1
5
仕

出
港

コ
ー

ド
仕

出
港

コ
ー

ド

1
6
船

卸
港

コ
ー

ド
船

卸
港

コ
ー

ド
船

卸
港

コ
ー

ド

1
7
船

卸
港

の
入

港
予

定
年

月
日

船
卸

港
の

入
港
予

定
年

月
日

1
8
荷

渡
地

名
荷

渡
地

名

1
9
Ｂ

/
Ｌ

番
号

Ｂ
/
Ｌ

番
号

（
マ
ス

タ
ー

）
Ｂ

/
Ｌ

番
号

2
0

Ｂ
/
Ｌ

番
号

（
ハ
ウ

ス
）

2
1
コ

ン
テ

ナ
ー

番
号

コ
ン

テ
ナ

ー
番
号

コ
ン

テ
ナ

番
号

2
2
シ

ー
ル

番
号

シ
ー

ル
番

号

2
3
空

/
実

入
り

コ
ン

テ
ナ

ー
表

示
空

/
実

入
り

コ
ン
テ

ナ
ー

表
示

空
/
実

入
り

コ
ン

テ
ナ

表
示

2
4
コ

ン
テ

ナ
ー

サ
イ

ズ
コ

ー
ド

コ
ン

テ
ナ

ー
サ
イ

ズ
コ

ー
ド

コ
ン

テ
ナ

サ
イ

ズ
コ

ー
ド

2
5
コ

ン
テ

ナ
ー

タ
イ

プ
コ

ー
ド

コ
ン

テ
ナ

ー
タ
イ

プ
コ

ー
ド

コ
ン

テ
ナ

タ
イ

プ
コ

ー
ド

2
6
コ

ン
テ

ナ
ー

所
有

形
態

コ
ー

ド
コ

ン
テ

ナ
ー

所
有

形
態

コ
ー

ド
コ

ン
テ

ナ
所

有
形

態
コ

ー
ド

2
7

コ
ン

テ
ナ

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
会

社
コ

ー
ド

2
8

コ
ン

テ
ナ

条
約

適
用

識
別

Ｉ
Ｍ

Ｄ
Ｇ

ク
ラ

ス
Ｉ

Ｍ
Ｄ

Ｇ
ク

ラ
ス

国
連

番
号

国
連

番
号

3
0
緩

和
措

置
対

象
地

域
識

別

3
1
マ

ス
タ

ー
Ｂ

/
Ｌ

識
別

（
注

１
）

（
注

１
）

ハ
ウ

ス
Ｂ

/
Ｌ

の
有

無
を

判
別

す
る

た
め

の
コ

ー
ド

（
注

２
）

出
港

前
報

告
制

度
導

入
後

か
ら

の
報

告
項

目

〈
参

考
〉
入

港
前

報
告

2
9

出
港

前
報

告
制

度
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別
紙

４
＿

リ
ス

ク
分

析
結

果
の

事
前

通
知

１
．

出
港

前
報

告
制

度
に

よ
り

報
告

さ
れ

た
積

荷
情

報
の

リ
ス

ク
分

析
を

実
施

し
た

結
果

、
我

が
国

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
上

、
船

卸
一

時
停

止
等

の
措

置
が

必
要

と
判

断
し

た
場

合
に

は
、

原
則

と
し

て
報

告
か

ら
２

４
時

間
以

内
に

、
次

に
掲

げ
る

事
前

通
知

を
行

う
。

な
お

、
当

該
通

知
が

行
わ

れ
た

積
荷

に
つ

い
て

、
追

加
情

報
の

報
告

や
情

報
の

訂
正

が
行

わ
れ

、
リ

ス
ク

の
再

評
価

を
実

施
し

て
問

題
が

無
い

と
判

断
し

た
場

合
に

は
、

当
該

通
知

を
解

除
す

る
。

２
．

船
積

港
出

港
２

４
時

間
前

（
緩

和
措

置
対

象
地

域
の

場
合

に
は

出
港

前
）
ま

で
に

積
荷

情
報

の
報

告
が

な
さ

れ
な

か
っ

た
場

合
に

は
、

税
関

よ
り

次
に

掲
げ

る
事

前
通

知
を

行
う

。

通
知

コ
ー

ド
事

前
通

知
の

概
要

Ｄ
Ｎ

Ｌ
船

積
24

時
間

前
ま

で
に

税
関

へ
報

告
さ

れ
る

積
荷

情
報

に
つ

い
て

、
税

関
の

リ
ス

ク
分

析
の

結
果

、
我

が
国

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
上

、
ハ

イ
リ

ス
ク

貨
物

で
あ

る
と

判
断

し
た

場
合

、
当

該
積

荷
の

船
積

み
を

取
り

止
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
行

う
事

前
通

知

Ｈ
Ｌ

Ｄ
報

告
さ

れ
た

積
荷

の
リ

ス
ク

評
価

を
完

了
す

る
た

め
に

、
追

加
の

情
報

又
は

情
報

の
訂

正
を

要
請

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
に

行
う

事
前

通
知

Ｄ
Ｎ

Ｕ

外
国

貿
易

船
が

船
積

港
を

出
港

し
た

後
に

お
い

て
、

税
関

の
リ

ス
ク

分
析

の
結

果
、

我
が

国
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

上
、

ハ
イ

リ
ス

ク
貨

物
で

あ
る

と
判

断
し

た
積

荷
に

つ
い

て
、

本
邦

入
港

時
に

当
該

積
荷

の
船

卸
一

時
停

止
を

行
う

事
前

通
知

船
積

港
出

港
前

に
「
Ｈ

Ｌ
Ｄ

」
の

コ
ー

ド
の

事
前

通
知

が
行

わ
れ

た
積

荷
に

つ
い

て
、

当
該

事
前

通
知

が
解

除
さ

れ
る

こ
と

な
く
、

当
該

積
荷

を
積

載
し

た
外

国
貿

易
船

が
船

積
港

を
出

港
し

た
場

合
に

行
う

事
前

通
知

通
知

コ
ー

ド
事

前
通

知
の

概
要

Ｓ
Ｐ

Ｄ

積
荷

情
報

の
報

告
が

行
わ

れ
な

か
っ

た
場

合
に

行
う

事
前

通
知

※
報

告
が

行
わ

れ
な

か
っ

た
積

荷
情

報
の

報
告

を
行

っ
た

上
で

、
税

関
に

よ
る

船
卸

許
可

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
ま

た
、

罰
則

の
適

用
を

受

け
る

場
合

が
あ

る
。

）

積
荷

情
報

の
報

告
が

報
告

期
限

を
遅

れ
た

場
合

に
行

う
事

前
通

知

※
税

関
に

よ
る

船
卸

許
可

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
ま

た
、

罰
則

の
適

用
を

受
け

る
場

合
が

あ
る

。
）
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外
国

⽇
本

船
会

社
等

N
V

O
C

C

船
会

社
等

N
V

O
C

C

船
会

社
等

N
V

O
C

C

船
会

社
等

N
V

O
C

C

N
A

C
C

S

サ
ー

ビ
ス

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

(S
P

)

税
関

In
te

rn
e
t

In
te

rn
e
t等

独
⾃

E
D

I

専
⽤

線

専
⽤

線

E
D

I

E
D

I

W
e
b

E
D

I

⾃
社

シ
ス

テ
ム

と
の

接
続

は
国

内
に

設
置

し
た

サ
ー

バ
か

ら
の

み

S
P
シ

ス
テ

ム
と

の
接

続
は

国
内

に
設

置
し

た
サ

ー
バ

か
ら

の
み

S
P
が

提
供

す
る

W
E
B
ソ

フ
ト

2
.サ

ー
ビ

ス
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
経

由
接

続

1
.⾃

社
シ

ス
テ

ム
と

の
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
接

続

W
e
b
 E

n
tr

y別
紙

５
＿

N
A

C
C

S
利

用
（
接

続
）
形

態
①

17



新
た

に
導

⼊
さ

れ
る

出
港

前
報

告
制

度
に

お
い

て
は

、
「

海
上

コ
ン

テ
ナ

ー
貨

物
に

係
る

積
荷

情
報

の
報

告
は

、
電

⼦
情

報
処

理
組

織
を

使
⽤

し
て

⾏
わ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」

と
し

て
い

る
。

こ
こ

で
い

う
電

⼦
情

報
処

理
組

織
と

は
、

輸
出

⼊
・

港
湾

関
連

情
報

処
理

セ
ン

タ
ー

株
式

会
社

（
N

A
C

C
S
セ

ン
タ

ー
）

が
管

理
・

運
⽤

す
る

輸
出

⼊
・

港
湾

関
連

情
報

処
理

シ
ス

テ
ム

（
N

A
C

C
S
）

の
こ

と
で

あ
り

、
当

該
報

告
の

た
め

の
N

A
C

C
S
と

の
接

続
⽅

法
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

⽅
法

が
あ

る
。

１
．

⾃
社

シ
ス

テ
ム

（
注

１
）

と
の

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

接
続

報
告

義
務

者
の

⾃
社

シ
ス

テ
ム

と
N

A
C

C
S
を

直
接

接
続

し
て

報
告

を
⾏

う
⽅

法
で

あ
り

、
接

続
の

⽅
式

に
つ

い
て

は
以

下
の

い
ず

れ
か

と
す

る
。

な
お

、
接

続
⽅

式
の

詳
細

に
つ

い
て

は
、

「
N

A
C

C
S
 E

D
I仕

様
書

」
に

お
い

て
定

め
ら

れ
て

い
る

。
①

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

接
続

（
S
M

T
P
／

P
O

P
3
⽅

式
）

：
⾃

社
シ

ス
テ

ム
の

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

サ
ー

バ
と

N
A

C
C

S
の

サ
ー

バ
を

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

ト
層

に
T
C

P
／

Ｉ
Ｐ

、
そ

の
上

位
層

を
S
M

T
P
／

P
O

P
3
に

よ
り

接
続

す
る

⽅
式

。
複

数
件

の
処

理
要

求
電

⽂
を

ま
と

め
て

送
信

可
能

で
あ

り
、

処
理

結
果

電
⽂

は
⼀

定
時

間
後

に
N

A
C

C
S
の

サ
ー

バ
に

取
り

に
⾏

く
（

受
信

）
必

要
が

あ
る

。
②

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

接
続

（
S
M

T
P
双

⽅
向

）
：

⾃
社

シ
ス

テ
ム

の
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
サ

ー
バ

と
N

A
C

C
S
の

サ
ー

バ
を

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

ト
層

に
T
C

P
／

Ｉ
Ｐ

、
そ

の
上

位
層

を
S
M

T
P
に

よ
り

接
続

す
る

⽅
式

。
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
処

理
⽅

式
で

あ
り

、
１

件
ず

つ
処

理
要

求
電

⽂
の

送
信

と
処

理
結

果
電

⽂
の

受
信

が
⾏

わ
れ

る
。

（
注

１
）

⾃
社

シ
ス

テ
ム

と
の

接
続

に
つ

い
て

は
、

⾃
社

シ
ス

テ
ム

の
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
サ

ー
バ

が
⽇

本
国

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

条
件

で
あ

り
、

当
該

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

サ
ー

バ
と

N
A

C
C

S
の

サ
ー

バ
と

の
接

続
に

つ
い

て
は

、
N

A
C

C
S
セ

ン
タ

ー
と

利
⽤

契
約

を
締

結
す

る
必

要
が

あ
る

。

２
．

サ
ー

ビ
ス

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

経
由

に
よ

る
接

続
N

A
C

C
S
と

の
接

続
が

認
め

ら
れ

た
サ

ー
ビ

ス
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
（

注
２

）
が

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

を
利

⽤
し

て
報

告
を

⾏
う

⽅
法

で
あ

り
、

当
該

⽅
法

を
利

⽤
し

て
報

告
を

⾏
お

う
と

す
る

報
告

義
務

者
は

、
あ

ら
か

じ
め

、
「

申
請

者
Ｉ

Ｄ
」

（
注

３
）

を
取

得
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

（
注

２
）

N
A

C
C

S
と

の
接

続
が

認
め

ら
れ

た
サ

ー
ビ

ス
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
に

つ
い

て
は

、
Ad

va
nc

e 
Fi

lin
g 

Ru
le

s 
w

eb
 s

ite
（

ht
tp

:/
/w

w
w

.n
ac

cs
ce

nt
er

.c
om

/a
fr/

in
de

xj
.h

tm
l）

に
お

い
て

公
表

中
。

（
注

３
）

「
申

請
者

Ｉ
Ｄ

」
は

、
サ

ー
ビ

ス
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
経

由
で

報
告

を
⾏

う
場

合
に

、
「

報
告

義
務

者
」

を
特

定
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
コ

ー
ド

で
あ

る
。

当
該

コ
ー

ド
の

取
得

に
つ

い
て

は
、

N
A

C
C

S
セ

ン
タ

ー
が

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
提

供
す

る
「

申
請

者
Ｉ

Ｄ
発

給
シ

ス
テ

ム
」

を
利

⽤
し

て
⾏

う
。

な
お

、
同

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
提

供
は

、
2
0
1
3
年

の
夏

以
降

を
予

定
し

て
い

る
。

【
※

】
サ

ー
ビ

ス
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
と

N
A

C
C

S
と

の
接

続
に

つ
い

て
は

、
前

記
１

①
、

②
に

掲
げ

る
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
接

続
⽅

式
を

採
⽤

し
、

サ
ー

ビ
ス

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

の
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
サ

ー
バ

が
⽇

本
国

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

条
件

と
な

る
。

ま
た

、
⽇

本
国

内
に

事
業

所
を

有
し

、
Ｎ

Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｓ

セ
ン

タ
ー

と
利

⽤
契

約
を

締
結

し
て

い
る

者
で

あ
れ

ば
、

Ｎ
Ａ

Ｃ
Ｃ

Ｓ
セ

ン
タ

ー
が

提
供

す
る

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

ソ
フ

ト
（

パ
ッ

ケ
ー

ジ
ソ

フ
ト

）
を

使
⽤

し
て

報
告

を
⾏

う
こ

と
も

可
能

で
あ

る
。

別
紙

５
＿

N
A

C
C

S
利

用
（
接

続
）
形

態
②
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N
A

C
C

S

外
国 船

会
社

等
N

V
O

C
C

②
申

込
結

果
確

認

⽇
本

③
申

込
確

認
通

知
メ

ー
ル

送
信

④
申

請
者

ID
登

録

申
込

結
果

の
確

認
画

⾯
が

表
⽰

さ
れ

る
と

同
時

に
、

⼊
⼒

さ
れ

た
電

⼦
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

宛
に

電
⼦

メ
ー

ル
が

送
信

さ
れ

ま
す

。

電
⼦

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
本

⽂
に

記
載

さ
れ

た
U

R
L
か

ら
申

請
者

ID
登

録
を

⾏
い

ま
す

。
⑤

登
録

結
果

確
認

①
申

請
者

Ｉ
Ｄ

登
録

申
込

会
社

名
、

電
⼦

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
等

を
⼊

⼒
し

ま
す

。

申
請

者
Ｉ

Ｄ
を

取
得

す
る

に
は

、
Ｗ

Ｅ
Ｂ

ブ
ラ

ウ
ザ

及
び

電
⼦

メ
ー

ル
を

使
⽤

し
、

以
下

①
 

⑥
の

⼿
順

で
⾏

い
ま

す
。

申
請

者
ID

発
給

シ
ス

テ
ム

（
W

E
B
）

別
紙

６
＿

申
請

者
ID

の
取

得
手

順
等

イ
メ

ー
ジ

図

登
録

結
果

の
確

認
画

⾯
が

表
⽰

さ
れ

る
と

同
時

に
、

申
請

者
ID

等
が

記
載

さ
れ

た
電

⼦
メ

ー
ル

が
登

録
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

宛
に

送
信

さ
れ

ま
す

。

⑥
登

録
完

了
メ

ー
ル

送
信
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混
載
貨
物
情
報税

関
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ

Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ

船
会
社
・
船
長

Ａ
Ｍ
Ｒ
/Ａ

Ｈ
Ｒ

出
港
前
報
告

受
理
要
件
チ
ェ
ッ
ク

入
力

内
容

形
式

チ
ェ

ッ
ク

マ
ス
タ
ー
B/
Lと

ハ
ウ

ス
B/
Lの

紐
付
け
処
理

【
現
行
MF
R、

NV
C0
1業

務
を
基
本
】

処
理
結
果
通
知

(エ
ラ
ー
・
正
常
)

事
前

通
知

(
Ｄ

Ｎ
Ｌ

・
Ｈ

Ｌ
Ｄ

)

Ｍ
Ｆ
Ｉ

積
荷
目
録
情
報
登
録
（
一
括
）

Ｍ
Ｆ

Ｒ
積

荷
目

録
情

報
登

録
（

自
動

起
動

）

Ｍ
Ｆ

Ｒ
積

荷
目

録
情

報
登

録
（

自
動

起
動

）

Ｍ
Ｆ

Ｒ
積

荷
目

録
情

報
登

録
（

自
動

起
動

）
審 査 （ 出 港 後 の 積 荷 情 報 審 査 を 含 む ）

審
査
終
了

(出
港
後
)

船
卸

許
可

申
請

情
報

審
査
終
了

(船
卸
許
可
)

船
卸
許
可
通
知
情
報

入
港

到
着
確
認
（
既
存
業
務
）

出
港

Ｃ
Ｙ
搬
入
登
録

（
既
存
業
務
）

以
降

後
続

業
務

出
港
前
報
告
Ｄ
Ｂ

貨
物
情
報
Ｄ
Ｂ

貨
物
情
報
Ｄ
Ｂ

Ｎ
Ｖ

Ｃ
１

１
混

載
貨

物
情

報
登

録
呼

出

Ｍ
Ｆ

Ｒ
積

荷
目

録
情

報
登

録

原
則

、
出

港
2
4
時

間
前

（
但

し
、

緩
和

措
置

の
場

合
出

港
前

）

Ｃ
Ｍ

Ｒ
／

Ｃ
Ｈ

Ｒ
出

港
前

報
告

（
訂

正
・

追
加

・
削

除
）

Ａ
Ｔ

Ｄ
出

港
日

時
報

告

積
荷
目
録
情
報

審
査
終
了

(船
積
前
)

審 査

事
前

通
知

(
Ｄ

Ｎ
Ｕ

)

審
査

終
了

不
一

致
情

報

出
港

前
報

告
と

の
比

較

Ｎ
Ｖ

Ｃ
０

１
混

載
貨

物
情

報
登

録

Ａ
Ｔ

Ｄ
業

務
で

登
録

さ
れ

た
出

港
日

時
情

報
を

、
Ｍ

Ｆ
Ｒ

業
務

を
行

な
っ

た
船

会
社

宛
に

通
知

審
査

終
了

事
前

通
知

(
Ｓ

Ｐ
Ｄ

)

事
前

通
知

(
Ｓ

Ｐ
Ｄ

)

Ｄ
Ｎ
Ｃ

船
卸
許
可
申
請

確
定

し
た

出
港

日
時

、
緩

和
措

置
対

象
識

別
を

入
力

出
港

日
時

情
報 Ｄ

Ｍ
Ｆ

積
荷
目
録
提
出

出
港

前
報

告
の

シ
ス

テ
ム

へ
の

登
録

時
刻

と
出

港
日

時
報

告
で

登
録

し
た

時
刻

と
の

比
較

マ
ス

タ
ー

B
/
L
と

ハ
ウ

ス
B
/
L
と

の
不

一
致

不
一

致
情

報

別
紙

７
＿

N
A

C
C

S
業

務
フ

ロ
ー

①

通
知

さ
れ

た
出

港
日

時
（確

定
）に

誤
り

が
あ

る
場

合
に

は
、

Ａ
Ｔ

Ｄ
（出

港
日

時
報

告
）業

務
で

訂
正
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別
紙

７
＿

N
A

C
C

S
業

務
フ

ロ
ー

②

A
M

R
:出

港
前

報
告

タ
イ

ミ
ン

グ
船

積
2
4
時

間
前

概
要

オ
ー

シ
ャ

ン
（

マ
ス

タ
ー

）
B

/
L
に

関
す

る
出

港
前

報
告

⼊
⼒

単
位

オ
ー

シ
ャ

ン
（

マ
ス

タ
ー

）
B

/
L
単

位
に

実
施

⼊
⼒

者
・

船
会

社
(共

同
運

航
の

場
合

は
、

本
船

利
⽤

船
会

社
毎

に
実

施
)

・
船

舶
代

理
店

そ
の

他
・

各
B

/
L
の

出
港

前
報

告
実

施
年

⽉
⽇

時
分

は
、

A
M

R
実

施
の

年
⽉

⽇
時

分
・

在
来

貨
物

、
空

コ
ン

テ
ナ

は
報

告
対

象
外

A
T
D

:出
港

⽇
時

報
告

タ
イ

ミ
ン

グ
出

港
⽇

時
確

定
後

（
D

M
F
実

施
前

ま
で

に
必

ず
⼊

⼒
）

概
要

船
積

港
を

出
港

し
た

⽇
時

の
登

録

⼊
⼒

単
位

本
船

・
船

積
港

単
位

に
実

施

⼊
⼒

者
・

船
会

社
(共

同
運

航
の

場
合

は
、

本
船

利
⽤

船
会

社
毎

に
実

施
)

・
船

舶
代

理
店

船
積

2
4
時

間
前

出
港

A
M

R

外
国

*
訂

正
に

つ
い

て
も

本
業

務
で

⾏
う

A
T
D

D
M

F
M

F
I

P
K
I/

P
K
K

M
F
R

M
F
R

M
F
R

(多
数

件
処

理
)

S
P

D

M
F
R

1
1

M
F
R

D
N

C
許

可

M
F
R

⼊
港

2
4
時

間
前

⽇
本

C
M

F
0
1

P
ID

⼊
港

船
卸

D
N

C:
船

卸
許

可
申

請

タ
イ

ミ
ン

グ
（

SP
D通

知
後

）
船

卸
前

ま
で

概
要

船
卸

許
可

申
請

を
⾏

う

⼊
⼒

単
位

オ
ー

シ
ャ

ン
（

マ
ス

タ
ー

）
B/

L単
位

に
実

施

⼊
⼒

者
船

会
社

・
船

舶
代

理
店

M
FI

:積
荷

⽬
録

情
報

登
録

(⼀
括

)

タ
イ

ミ
ン

グ
AＭ

R(
出

港
前

報
告

)後
か

ら
D

M
F

を
⾏

う
前

ま
で

概
要

AM
Rの

情
報

に
基

づ
き

、
M

FR
を

⼀
括

登
録

す
る

⼊
⼒

単
位

船
積

港
単

位
(A

TD
単

位
)⼜

は
船

卸
港

単
位

(D
M

F単
位

)に
実

施

⼊
⼒

者
・

船
会

社
(共

同
運

航
の

場
合

は
、

本
船

利
⽤

船
会

社
毎

に
実

施
)

・
船

舶
代

理
店

C
M

R

A
H

R

C
H

R

N
V

C
1
1

N
V

C
0
1

AH
R:

出
港

前
報

告
(ハ

ウ
ス

B/
L)

タ
イ

ミ
ン

グ
船

積
24

時
間

前

概
要

・
ハ

ウ
ス

B/
Lに

関
す

る
出

港
前

報
告

・
マ

ス
タ

ー
B/

L配
下

の
全

ハ
ウ

ス
B/

Lの
登

録
を

完
了

し
た

場
合

に
終

了
登

録
(ハ

ウ
ス

EN
D

)を
実

施

⼊
⼒

単
位

ハ
ウ

ス
B/

L単
位

に
実

施

⼊
⼒

者
NV

O
CC

そ
の

他
・

各
B/

Lの
出

港
前

報
告

実
施

年
⽉

⽇
時

分
は

、
AH

R実
施

の
年

⽉
⽇

時
分

・
在

来
貨

物
は

報
告

対
象

外

C
M

F
0
2

【
積

荷
情

報
追

加
・
訂

正
・
削

除
の

実
施

タ
イ

ミ
ン

グ
】

○
出

港
前

報
告

（
Ａ

Ｍ
Ｒ

業
務

）
で

登
録

さ
れ

た
積

荷
情

報
の

訂
正

等
は

、
原

則
、

出
港

日
時

報
告

（
Ａ

Ｔ
Ｄ

業
務

）
ま

で
に

出
港

前
報

告
訂

正
（
Ｃ

Ｍ
Ｒ

業
務

）
で

実
施

す
る

。
Ａ

Ｔ
Ｄ

業
務

実
施

後
は

、
税

関
か

ら
の

リ
ス

ク
分

析
結

果
等

の
事

前
通

知
（
Ｄ

Ｎ
Ｌ

、
Ｄ

Ｎ
Ｕ

、
Ｈ

Ｌ
Ｄ

、
Ｓ

Ｐ
Ｄ

）
が

あ
る

場
合

の
み

C
M

R
業

務
で

実
施

可
能

○
出

港
前

報
告

（
ハ

ウ
ス

B
/
L
)（

A
H

R
業

務
）
で

登
録

さ
れ

た
積

荷
情

報
の

訂
正

等
は

、
原

則
、

出
港

日
時

報
告

（
Ａ

Ｔ
Ｄ

業
務

）
ま

で
に

出
港

前
報

告
訂

正
（
ハ

ウ
ス

B
/
L
)（

Ｃ
H

Ｒ
業

務
）
で

実
施

す
る

。
Ａ

Ｔ
Ｄ

業
務

実
施

後
は

、
税

関
か

ら
の

リ
ス

ク
分

析
結

果
等

の
事

前
通

知
（
Ｄ

Ｎ
Ｌ

、
Ｄ

Ｎ
Ｕ

、
Ｈ

Ｌ
Ｄ

、
Ｓ

Ｐ
Ｄ

）
が

あ
る

場
合

の
み

C
H

R
業

務
で

実
施

可
能
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別紙８「出港前報告（ＡＭＲ）業務 入力項目表」 

項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

2 処理区分コード Ｍ  「９」を入力する。 

3 ＳＰコード 

Ｃ 
 

 入力不要 

※サービスプロバイダー業務を行う者が、サービ

スプロバイダーコード及びパスワードをＮＡ

ＣＣＳに向けて送信する。 

4 船舶コード 
Ｍ 

 

信号符字（コールサイ

ン） 

（１）船舶の信号符字（コールサイン）を入力する。

（２）左詰めで入力する。 

5 積載船名 

Ｆ 
 

 （１）「項番４」に入力した船舶コードがＮＡＣＣ

Ｓに登録されている場合は、入力を要しない。

（２）「項番４」に入力した船舶コードがＮＡＣＣ

Ｓに登録されていない場合は、積載船名を必須

入力とする。 

6 船舶国籍コード 

Ｆ 
 

国名コード 

（業務コード集の国連

ＬＯＣＯＤＥ（国名コ

ード含む）を参照） 

（１）「項番４」に入力した船舶コードがＮＡＣＣ

Ｓに登録されている場合は、入力を要しない。

（２）「項番４」に入力した船舶コードがＮＡＣＣ

Ｓに登録されていない場合は、船舶国籍につい

て、国名コード（国連ＬＯＣＯＤＥの国名コー

ド２桁。以下同じ。）を必須入力とする。 

7 航海番号 Ｍ  航海番号を入力する。 

8 船会社コード 

Ｍ 
 

 本船利用船会社単位にＮＡＣＣＳ用船会社コー

ド（※）を入力する。 

※船会社に対してＮＡＣＣＳセンターが払い出

すコード 

9 船積港コード 

Ｍ 
 

港コード 

（業務コード集の国連

ＬＯＣＯＤＥ（国名コ

ードを含む）を参照）

（１）コンテナ貨物を日本に入港しようとする外国

貿易船に船積みする港について、港コード（国

連ＬＯＣＯＤＥ５桁）を入力する。なお、トラ

ンシップする場合、最初に日本向けに積出しし

た港（仕出港）は、「項番 23」で入力するこ

と。 

（２）該当する港コード（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）

がＮＡＣＣＳに登録されていない場合は、国名

コード（２桁）の後に「ＺＺＺ」を付したコー

ドを入力する。 

10 船積港名 

Ｆ 
 

 （１）「項番９」に入力した船積港コードがＮＡＣ

ＣＳに登録されている場合は、入力を要しな

い。 

（２）「項番９」に入力した船積港コードの下３桁

を「ＺＺＺ」と入力した場合は､船積港名を必

須入力とする。 
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項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

11 船積港枝番 

Ｃ 
 

 （１）同一航海において同一の港に複数回寄港する

場合は、枝番を入力する。 

（２）同一航海において同一の港へ２回目に寄港す

る場合は、「１」を入力し、３回目に寄港する

場合は、「２」を入力する。以降、順次「９」

まで入力することができる。 

なお、寄港回数に対応する枝番と異なる枝

番を入力することがないよう留意すること。 

12 Ｂ／Ｌ番号 

Ｍ 
 

 （１）以下の入力方法に従いＢ／Ｌ番号を入力す

る。 

（２）「,」（カンマ）の入力は、「.」（ピリオド）

で入力する。 

（入力方法） 

① １桁目から４桁目 

ＮＡＣＣＳ用船会社コードを入力する。 な

お、ＮＡＣＣＳ用船会社コードが３桁の場合

は、４桁目に「－」（ハイフン）を入力する。

② ５桁目から 16桁目 

オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌ番号を 12桁

以内で入力する。 

③ 17 桁目から 20桁目 

必要に応じて前記②に続けて枝番を４桁以

内で入力する。なお、枝番を入力する場合は、

次のとおりとする。 

１件のＢ／Ｌ番号につき 100 本を超えるコ

ンテナがある場合は、下表の順序に従い、当

該Ｂ／Ｌ番号の後に左詰めで枝番を付すこ

とにより分割し、コンテナが 100 本以下とな

るように調整する。 

また、枝番を付した場合は、以降、当該Ｂ

／Ｌ番号について、ＮＡＣＣＳを使用して後

続業務を行う利用者に、当該Ｂ／Ｌ番号に枝

番が付されている旨及び分割内容を連絡す

る。 

順序 枝番 順序 枝番 

１ Ｗ １１ ＸＹ 

２ Ｘ １２ ＸＺ 

３ Ｙ １３ ＹＷ 

４ Ｚ １４ ＹＸ 

５ ＷＷ １５ ＹＹ 
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項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

６ ＷＸ １６ ＹＺ 

７ ＷＹ １７ ＺＷ 

８ ＷＺ １８ ＺＸ 

９ ＸＷ １９ ＺＹ 

１０ ＸＸ ２０ ＺＺ 

 

（入力例） 

① ＮＡＣＣＳ用船会社コードが「ＮＡＣＳ」、

オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌ番号が「１２

３４５６７８９０１２」の場合 

Ｂ／Ｌ番号 

ＮＡＣＳ１２３４５６７８９０１２ 

② ＮＡＣＣＳ用船会社コードが「ＮＡＣＳ」、

オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌ番号が「１２

３４５６７８９０１２」の場合であって、コ

ンテナ本数が２００本ある場合 

イ 1 本目から１００本目まで 

Ｂ／Ｌ番号 

ＮＡＣＳ１２３４５６７８９０１２Ｗ 

ロ １０１本目から２００本目まで 

Ｂ／Ｌ番号 

ＮＡＣＳ１２３４５６７８９０１２Ｘ 

13 出港予定年月日 
Ｍ 

 

 船積港の出港予定年月日を現地時間又はグリニ

ッジ標準時により、西暦（８桁）で入力する。 

14 出港予定時分 
Ｍ 

 

 船積港の出港予定時間を現地時間又はグリニッ

ジ標準時により、時分（４桁）で入力する。 

15 グリニッジ標準

時差分 

Ｍ 
 

 （１）「項番 13」の出港予定年月日及び「項番 14」

の出港予定時分を現地時間で入力した場合は、

現地時間とグリニッジ標準時との差分を正表

示「＋」又は負表示「－」を付して、時分（４

桁）で入力する。 

 （入力例） 

① 船積港が「ＵＳＬＡＸ」の場合 

現地時間     １月 10 日 18:02  

    グリニッジ標準時  1 月 11 日 02:02 

    グリニッジ標準時差分 

    +0800 

  ② 船積港が「ＣＮＴＡＯ」の場合 

現地時間      １月 11 日 10:02 

グリニッジ標準時  １月 11 日 02:02 

24



項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

グリニッジ標準時差分  

-0800 

    ③ 船積港が「ＭＭＲＧＮ」の場合 

    現地時間      １月 11 日 08:32 

    グリニッジ標準時  １月 11 日 02:02 

    グリニッジ標準時差分 

    -0630 

（２）「項番 13」の出港予定年月日及び「項番 14」

の出港予定時分をグリニッジ標準時で入力し

た場合は、「00000」を入力する。 

16 緩和措置対象地

域識別 Ｃ 
 

 緩和措置対象地域（※）から出港する場合は、「Ｙ」

を入力する。 

※ 本文３－（３）－Ｂ及び別紙２を参照。 

17 マスターＢ／Ｌ

識別 Ｃ 
 

 「項番 12」に入力するＢ／Ｌ番号に対して、関

連するハウスＢ／Ｌが存在する場合は、「Ｍ」を

入力する。 

※［18］の項目は、最大３回繰り返し入力することできる。 

18 通知先コード 

Ｃ 
 

利用者コード（※） 

※ＮＡＣＣＳセンターと

利用契約を締結する際に

払い出される、利用者を

特定するためのコード。

本文４－（３）の申請者

ＩＤとは異なるので留意

すること。（以下、同じ。）

税関からのリスク分析結果の事前通知を他の利

用者にも通知する必要がある場合は、当該利用者

の利用者コードを入力する。 

19 船卸港コード 

Ｍ 
 

港コード 

（業務コード集の国連

ＬＯＣＯＤＥ（国名コ

ード含む）を参照） 

（１）コンテナ貨物を船卸しする港（仮陸揚げを行

う場合は仮陸揚げをする港）について、港コー

ド（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）を入力する。 

（２）該当する港コード（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）

がＮＡＣＣＳに登録されていない場合は、国名

コード（２桁）の後に「ＺＺＺ」を付したコー

ドを入力する。 

20 船卸港枝番 

Ｃ 
 

 （１）同一航海において同一の港に複数回寄港する

場合は、枝番を入力する。 

（２）同一航海において同一の港へ２回目に寄港す

る場合は、「１」を入力し、３回目に寄港する

場合は、「２」を入力する。以降、順次「９」

まで入力することができる。 

なお、寄港回数に対応する枝番と異なる枝

番を入力することがないよう留意すること。 
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項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

21 入港予定年月日 

Ｍ 
 

 （１）船卸港への入港予定年月日を西暦（８桁）で

入力する。 

（２）日本時間で入力する。 

22 コンテナオペレ

ーション会社コ

ード 

Ｃ 
 

利用者コード （１）本邦で船卸し後にコンテナヤードへ搬入する

場合、コンテナオペレーション会社の利用者コ

ードを入力する。 

（２）コンテナオペレーション会社が利用者コード

を取得していない場合は、「99999」を入力す

る。 

（３）ＮＡＣＣＳの後続業務で積荷目録情報登録

（一括）（ＭＦＩ）業務を利用する場合は、必

須入力とする。 

23 仕出港コード 

Ｍ 
 

港コード 

（業務コード集の国連

ＬＯＣＯＤＥ（国名コ

ード含む）を参照） 

（１）コンテナ貨物の仕出港について、港コード（国

連ＬＯＣＯＤＥ５桁）を入力する。なお、トラ

ンシップする場合においては、最初に日本向け

に積出しした港（仕出港）を入力すること。 

（２）該当する港コード（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）

がＮＡＣＣＳに登録されていない場合は、国名

コード（２桁）の後に「ＺＺＺ」を付したコー

ドを入力する。 

24 仕出港名 

Ｆ 
 

 （１）「項番 23」に入力した仕出港コードがＮＡ

ＣＣＳに登録されている場合は、入力を要しな

い。 

（２）「項番 23」に入力した仕出港コードの下３

桁を｢ＺＺＺ｣と入力した場合は､仕出港名を必

須入力とする。 

25 荷渡地コード 

Ｍ 
 

都市コード 

（業務コード集の国連

ＬＯＣＯＤＥ（国名コ

ードを含む）を参照）

（１）コンテナ貨物の荷渡地について、都市コード

（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）を入力する。 

なお、仮陸揚貨物の場合は、｢項番 19｣に入

力した船卸港コードと同一でないこと。 

（２）該当する都市コードがＮＡＣＣＳに登録され

ていない場合は、国名コード（２桁）の後に「Ｚ

ＺＺ」を付したコードを入力する。 

26 荷渡地名 

Ｆ 
 

 （１）「項番 25」に入力した荷渡地コードがＮＡ

ＣＣＳに登録されている場合は、入力を要しな

い。 

（２）「項番 25」に入力した荷渡地コードの下３

桁を｢ＺＺＺ｣と入力した場合は､荷渡地名を必

須入力とする。 
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項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

27 最終仕向地コー

ド 

Ｃ 
 

都市コード 

（業務コード集の国連

ＬＯＣＯＤＥ（国名コ

ードを含む）を参照）

（１）コンテナ貨物の最終仕向地について、都市コ

ード（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）を入力する。 

（２）該当する都市コードがＮＡＣＣＳに登録され

ていない場合は、国名コード（２桁）の後に「Ｚ

ＺＺ」を付したコードを入力する。 

28 最終仕向地名 

 
Ｆ 

 （１）「項番 27」に入力した最終仕向地コードが

ＮＡＣＣＳに登録されている場合は、入力を要

しない。 

（２）「項番 27」に入力した最終仕向地コードの

下３桁を｢ＺＺＺ｣と入力した場合は､最終仕向

地名を必須入力とする。 

29 荷送人コード 

Ｃ 
 

輸出入者コード（※）

※日本国税関又は（財）

日本貿易関係手続簡易化

協会（ＪＡＳＴＰＲＯ）

から払い出される、輸出

入者を特定するためのコ

ード。 

（１）輸出入者コードを有する荷送人の場合は、輸

出入者コードを入力する。 

（２）輸出入者コードを有しない荷送人の場合は、

入力を要しない。 

30 荷送人名 

Ｆ 
 

 （１）「項番 29」に荷送人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 29」に荷送人コードを入力しなかっ

た場合は、荷送人名を必須入力とする。 

31 荷送人住所（連続

入力） 

Ｃ 
 

 （１）「項番 29」の荷送人コードを入力した場合

は、入力不可。 

（２）「項番 32」の荷送人住所１／４（Street and 

number/P.O.Box）から「項番 34」の荷送人住

所３／４（City name）までを入力する場合は、

入力不可。 

32 荷送人住所１／

４（Street and 

number/P.O.Box） Ｃ 
 

 （１）「項番 29」の荷送人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 29」の荷送人コードを入力しなかっ

た場合は、荷送人住所１／４（Street and 

number/P.O.Box）を入力する。 

33 荷送人住所２／

４（Street and 

number/P.O.Box） Ｃ 
 

 （１）「項番 29」の荷送人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 29」の荷送人コードを入力しなかっ

た場合は、荷送人住所２／４（Street and 

number/P.O.Box）を入力する。 

34 荷送人住所３／

４（City name）
Ｃ 

 

 （１）「項番 29」の荷送人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 
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項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

（２）「項番 29」の荷送人コードを入力しなかっ

た場合は、荷送人住所３／４（City name）を

入力する。 

35 荷送人住所４／

４（Country 

sub-entity, 

name） 

Ｃ 
 

 （１）「項番 29」の荷送人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 29」の荷送人コードを入力しなかっ

た場合は、荷送人住所４／４（Country 

sub-entity, name）を入力する。 

36 荷送人郵便番号

（Postcode 

identification）

Ｃ 
 

 （１）「項番 29」の荷送人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 29」の荷送人コードを入力しなかっ

た場合は、荷送人郵便番号（Postcode 

identification）を入力する（区切り符号は入

力しない。）。 

（３）荷送人の国に郵便番号が存在しない場合は、

入力を要しない。 

37 荷送人国名コー

ド（Country, 

coded） Ｆ 
 

国名コード 

（業務コード集の国連

ＬＯＣＯＤＥ（国名コ

ード含む）を参照） 

（１）「項番 29」の荷送人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 29」の荷送人コードを入力しなかっ

た場合は、荷送人の国名について、国名コード

（２桁）を必須入力とする。 

38 荷送人電話番号 

Ｃ 
 

 （１）「項番 29」の荷送人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 29」の荷送人コードを入力しなかっ

た場合は、電話番号を市外局番から入力する

（区切り符号は入力しない。）。 

39 荷受人コード 

Ｃ 
 

輸出入者コード （１）輸出入者コードを有する荷受人の場合は、輸

出入者コードを入力する。 

（２）輸出入者コードを有しない荷受人の場合は、

入力を要しない。 

40 荷受人名 

Ｆ 
 

 （１）「項番 39」の荷受人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 39」の荷受人コードを入力しなかっ

た場合は、荷受人名を必須入力とする。 

41 荷受人住所（連続

入力） 

Ｃ 
 

 （１）「項番 39」の荷受人コードを入力した場合

は、入力不可。 

（２）「項番 42」の荷受人住所１／４（Street and 

number/P.O.Box）から「項番 44」の荷受人住

所３／４（City name）までを入力する場合は、

入力不可。 
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項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

42 荷受人住所１／

４（Street and 

number/P.O.Box） Ｃ 
 

 （１）「項番 39」の荷受人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 39」の荷受人コードを入力しなかっ

た場合は、荷受人住所１／４（Street and 

number/P.O.Box）を入力する。 

43 荷受人住所２／

４（Street and 

number/P.O.Box） Ｃ 
 

 （１）「項番 39」の荷受人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 39」の荷受人コードを入力しなかっ

た場合は、荷受人住所２／４（Street and 

number/P.O.Box）を入力する。 

44 荷受人住所３／

４（City name）

Ｃ 
 

 （１）「項番 39」の荷受人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 39」の荷受人コードを入力しなかっ

た場合は、荷受人住所３／４（City name）を

入力する。 

45 荷受人住所４／

４（Country 

sub-entity, 

name） 

Ｃ 
 

 （１）「項番 39」の荷受人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 39」の荷受人コードを入力しなかっ

た場合は、荷受人住所４／４（Country 

sub-entity, name）を入力する。 

46 荷受人郵便番号

（Postcode 

identification）
Ｃ 

 

 （１）「項番 39」の荷受人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 39」の荷受人コードを入力しなかっ

た場合は、荷受人郵便番号（Postcode 

identification）を入力する（区切り符号は入

力しない。）。 

47 荷受人国名コー

ド（Country, 

coded） Ｆ 
 

国名コード 

（業務コード集の国連

ＬＯＣＯＤＥ（国名コ

ード含む）を参照） 

（１）「項番 39」の荷受人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 39」の荷受人コードを入力しなかっ

た場合は、荷受人の国名について、国名コード

（２桁）を必須入力とする。 

48 荷受人電話番号 

Ｃ 
 

 （１）「項番 39」の荷受人コードを入力した場合

は、入力を要しない。 

（２）「項番 39」の荷受人コードを入力しなかっ

た場合は、電話番号を市外局番から入力する

（区切り符号は入力しない。）。 

※以下［49］から［58］までの項目は、最大２回繰り返し入力することができる。 

49 着荷通知先コー

ド Ｃ 
 

輸出入者コード （１）輸出入者コードを有する着荷通知先の場合

は、輸出入者コードを入力する。 

（２）輸出入者コードを有しない着荷通知先の場
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項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

合は、入力を要しない。 

50 着荷通知先名 

Ｃ 
 

 （１）「項番 49」の着荷通知先コードを入力した

場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 49」の着荷通知先コードを入力しな

かった場合は、着荷通知先名を必須入力とす

る。 

51 着荷通知先住所

（連続入力） 

Ｃ 
 

 （１）「項番 49」の着荷通知先コードを入力した

場合は、入力不可。 

（２）「項番 52」の着荷通知先住所１／４（Street 

and number/P.O.Box）から「項番 54」の着荷通

知先住所３／４（City name）までを入力する

場合は、入力不可。 

52 着荷通知先住所

１／４（Street 

and 

number/P.O.Box）

Ｃ 
 

 （１）「項番 49」の着荷通知先コードを入力した

場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 49」の着荷通知先コードを入力しな

かった場合は、着荷通知先住所１／４（Street 

and number/P.O.Box）を入力する。 

53 着荷通知先住所

２／４（Street 

and 

number/P.O.Box）

Ｃ 
 

 （１）「項番 49」の着荷通知先コードを入力した

場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 49」の着荷通知先コードを入力しな

かった場合は、着荷通知先住所２／４（Street 

and number/P.O.Box）を入力する。 

54 着荷通知先住所

３／４（City 

name） Ｃ 
 

 （１）「項番 49」の着荷通知先コードを入力した

場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 49」の着荷通知先コードを入力しな

かった場合は、着荷通知先住所３／４（City 

name）を入力する。 

55 着荷通知先住所

４／４（Country 

sub-entity, 

name） 

Ｃ 
 

 （１）「項番 49」の着荷通知先コードを入力した

場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 49」の着荷通知先コードを入力しな

かった場合は、着荷通知先住所４／４（Country 

sub-entity, name）を入力する。 

56 着荷通知先郵便

番号（Postcode 

identification）
Ｃ 

 

 （１）「項番 49」の着荷通知先コードを入力した

場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 49」の着荷通知先コードを入力しな

かった場合は、着荷通知先の郵便番号

（Postcode identification）を入力する（区

切り符号は入力しない。）。 

57 着荷通知先国名

コード（Country, 
Ｃ 

 

国名コード 

（業務コード集の国連

（１）「項番 49」の着荷通知先コードを入力した

場合は、入力を要しない。 
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項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

coded） ＬＯＣＯＤＥ（国名コ

ード含む）を参照） 

（２）「項番 49」の着荷通知先コードを入力しな

かった場合は、着荷通知先の国名について、国

名コード（２桁）を入力する。 

58 着荷通知先電話

番号 

Ｃ 
 

 （１）「項番 49」の着荷通知先コードを入力した

場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 49」の着荷通知先コードを入力しな

かった場合は、電話番号を市外局番から入力す

る（区切り符号は入力しない。）。 

59 品名 

Ｍ 
 

 （１）積荷内容が容易に特定できるよう具体的、

かつ、詳細な品名を入力する。 

（２）数字及び記号のみの入力は不可。 

60 代表品目番号 
Ｍ 

 

ＨＳコード（６桁） 貨物の代表品目をＨＳコード(６桁)で入力する。

61 記号番号 Ｍ  貨物の記号番号を入力する。 

62 個数 

Ｍ 
 

 （１）貨物の外装個数を入力する。 

（２）「０」は入力不可。 

なお、個数の表現ができない貨物の場合は、

「１」を入力する。 

63 個数単位コード 
Ｍ 

 

包装種類コード 

（業務コード集参照）

貨物の個数の単位を包装種類コードで入力する。

64 総重量 

Ｍ 
 

 （１）貨物の総重量を入力する。 

（２）「０」は入力不可。 

（３）小数点以下第３位まで入力することができ

る。 

（４）整数部が７桁の場合は、「項番 65」の重量

単位コードが「ＫＧＭ」であること。 

（５）総重量が「項番 65」の重量単位コード以外

の場合は、当該単位に換算した重量を入力す

る。 

65 重量単位コード 

Ｍ 
 

数量単位コード（総重

量及び総容積） 

（業務コード集参照）

重量の単位を数量単位コード（総重量及び総容

積）で入力する。 

66 ネット重量 

Ｃ 
 

 （１）貨物のネット重量を入力する。 

（２）「０」は入力不可。 

（３）小数点以下第３位まで入力することができ

る。 

（４）整数部が７桁の場合は、「項番 67」の重量

単位コードが「ＫＧＭ」であること。 

（５）ネット重量が「項番 67」の重量単位コード

以外の場合は、当該単位に換算した重量を入力
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項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

する。 

67 重量単位コード 

 
Ｍ 

数量単位コード（総重

量及び総容積） 

（業務コード集参照）

ネット重量の単位を数量単位コード（総重量及び

総容積）で入力する。 

68 容積 

Ｍ 
 

 （１）貨物の容積を入力する。 

（２）「０」は入力不可。 

（３）小数点以下第３位まで入力することができ

る。 

（４）容積が「項番 69」の容積単位コード以外の

場合は、当該単位に換算した容積を入力する。

69 容積単位コード 

Ｍ 
 

数量単位コード（総重

量及び総容積） 

（業務コード集参照）

容積の単位を数量単位コード（総重量及び総容

積）で入力する。 

70 原産国コード 

Ｃ 
 

国名コード 

（業務コード集の国連

ＬＯＣＯＤＥ（国名コ

ード含む）を参照） 

貨物の原産国について、国名コード（２桁）を入

力する。 

71 危険貨物等コー

ド 
Ｃ 

 

特殊貨物コード 

（業務コード集のＳＰ

Ｃ（特殊貨物）・危険

物コードを参照） 

特殊貨物を積載している場合は、当該特殊貨物の

種類を特殊貨物コードで入力する。 

72 ＩＭＤＧクラス 

Ｃ 
 

 危険貨物を積載している場合は、国際海上危険物

規則（ＩＭＤＧ ｃｏｄｅ）における危険物の分

類（クラス）を入力する。 

73 ＵＮ Ｎｏ． 

 
Ｍ 

 （１）国際連合危険物輸送勧告における国連番号を

入力する。 

（２）「0000」から「9999」の範囲で入力する。 

74 海上運賃（フレー

ト） 
Ｃ 

 

 （１）貨物の海上運賃を入力する。 

（２）「項番 75」の海上運賃通貨種別コードに「Ｊ

ＰＹ」以外を入力する場合は、小数点以下第２

位まで入力することができる。 

75 海上運賃通貨種

別コード  
Ｍ 

通貨コード 

（業務コード集参照）

海上運賃の通貨種別を通貨コードで入力する。 

76 価格 

Ｃ 
 

 （１）本邦で仮陸揚げ後、保税運送を行う場合は、

貨物の価格を入力する。 

（２）「項番 77」の価格通貨種別コードに「ＪＰ

Ｙ」以外を入力する場合は、小数点以下第２位

まで入力することができる。 

77 価格通貨種別コ

ード  
Ｍ 

通貨コード 

（業務コード集参照）

価格の通貨種別を通貨コードで入力する。 
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項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

78 包括保税運送承

認番号 Ｃ 
 

 本邦で船卸し後、包括保税運送承認に係る個別運

送を行う場合は、包括保税運送承認番号を入力す

る。 

79 仮陸揚識別 Ｃ  仮陸揚貨物の場合は、「28」を入力する。 

80 仮陸揚事由コー

ド 

 
Ｍ 

仮陸揚事由コード 

（業務コード集参照）

（１）仮陸揚貨物の場合は、仮陸揚事由コードを入

力する。 

（２）仮陸揚貨物に対して保税運送情報の登録を行

う場合は、「ＰＯＳ」（同一本船での荷繰り）

でないこと。 

81 仮陸揚期間 

 
Ｍ 

 （１）仮陸揚貨物の場合は、船卸開始年月日を起算

日として仮陸揚期間を日数で入力する。 

（２）「０」は入力不可。 

82 運送期間開始予

定日 
 

Ｃ 

 （１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合は、運送期

間開始予定日を西暦（８桁）で入力する。 

（２）日本時間で入力する。 

83 運送期間終了予

定日 
 

Ｃ 

 （１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合は、運送期

間終了予定日を西暦（８桁）で入力する。 

（２）日本時間で入力する。 

84 個別運送または

仮陸揚貨物保税

運送の運送具コ

ード 

Ｃ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合は、次の区

分に応じたコードを入力する。 

（２）包括保税運送承認に係る個別運送を行う場合

は、次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

AIRCRAFT ６ 

SHIP １１ 

BARGE １６ 

RAIL EXPRESS ２５ 

TRUCK ３１ 

OTHER（その他） １７ 
 

85 到着地コード 

Ｃ 
 

保税地域コード 

（業務コード集参照）

包括保税運送承認に係る個別運送を行う場合又

は仮陸揚貨物の保税運送を行う場合は、到着地を

保税地域コードで入力する。 

86 到着地名 

Ｃ 
 

 （１）「項番 85」の到着地コードを入力した場合

は、入力不可。 

（２）「項番 85」の到着地コードを入力しなかっ

た場合又は入力した到着地コードがＮＡＣＣ

Ｓに登録されていない場合は、到着地名を必須

入力する。 

※［87］の項目は、最大５回繰り返し入力することができる。 
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項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

87 他法令コード 

Ｃ 
 

他法令コード 

（業務コード集参照）

包括保税運送承認に係る個別運送を行う場合又

は仮陸揚貨物の保税運送を行う場合で、税関関係

法令以外の他法令に該当する貨物の場合は、当該

他法令に係るコードを入力する。 

88 記事 Ｃ  積荷に関する事項を必要に応じて入力する。 

89 社内整理番号 Ｃ  自社で付与する任意の番号等を入力する。 

※以下［90］から［99］までの項目は、最大 100 回繰り返し入力することができる。 

90 コンテナ番号 Ｍ  コンテナ番号を左詰めで入力する。 

※［91］の項目は、最大６回繰り返し入力することができる。 

91 シール番号 

 
Ｍ 

 （１）コンテナのシール番号を左詰めで入力する。

（２）シールがない場合は、１欄目に「ＮＯ ＳＥ

ＡＬ」と入力する。 

92 空／実入りコン

テナ表示  
Ｍ 

 「５」（Full）を入力する。 

93 コンテナサイズ

コード 

 
Ｍ 

 コンテナのサイズをコンテナサイズコードで入

力する。 

1 桁目: コンテナ長さコード（コード：コンテナ

長さ［ｆｔ］） 

区 分 コード 

10' 1 

20' 2 

40' 4 

その他 9 

2 桁目: コンテナ高さコード（コード：コンテナ

高さ［ｆｔ］［ｉｎ］） 

区 分 コード 

8’ 0 

8'6'' 2 

9' 4 

9'6'' 5 

> 9'6'' 6 

4'3'' 8 

≦4'（その他の高さについ

ては本コードを使用） 

9 

94 コンテナタイプ

コード 

 
Ｍ 

 コンテナの形式（タイプ）をコンテナ形式コード

で入力する。 

区 分 コード 

ドライコンテナ GP 

冷凍コンテナ RT 

オープントップコンテナ UT 
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項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

フラットラックコンテナ PF 

プラットフォームコンテ PL 

タンクコンテナ TN 

その他のコンテナ SN 

95 荷渡形態コード 

 
Ｃ 

 （１）荷渡形態について、次の区分に応じたコード

を入力する。 

（２）後続業務でＭＦＩ業務を利用する場合は、必

須入力とする。 

区 分 コード 

ＣＹでの荷渡 ５１ 

ＣＦＳでの荷渡 ５２ 

ＤＯＯＲ（荷受人の戸口）での荷渡 ５３ 
 

96 コンテナ所有形

態コード 

 
Ｍ 

 コンテナ所有形態について、次の区分に応じたコ

ードを入力する。 

区 分 コード 

Shipper supplied １ 

Carrier supplied ２ 

Consolidator supplied ３ 

Deconsolidator supplied ４ 

Third party supplied ５ 
 

97 バンニング形態

コード 

 
Ｃ 

 （１）バンニング形態について、次の区分に応じた

コードを入力する。 

（２）後続業務でＭＦＩ業務を利用する場合は、必

須入力とする。 

区 分 コード 

Carrier loads １ 

Shipper loads ４ 

Consignee loads １６ 
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項番(※1)
 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

98 コンテナ条約適

用識別 

 
Ｃ 

 （１）次の区分に応じたコードを入力する。 

（２）後続業務でＭＦＩ業務を利用する場合は、必

須入力とする。 

区 分 コード 

コンテナ条約適用コンテナでコ

ンテナーに関する通関条約及び

国際道路運送手帳による担保の

下で行なう貨物の国際運送に関

する通関条約（ＴＩＲ条約）の実

施に伴う関税法等の特例に関す

る法律（以下、「コンテナ条約特

例法」という）第８条（国際コン

テナー等の特例）に該当しない場

合 

１ 

コンテナ条約適用コンテナでコ

ンテナ条約特例法第８条（国産コ

ンテナー等の特例）に該当する場

合 

２ 

コンテナ条約適用外のコンテナ

の場合 

３ 

 

99 卸コンテナ自動

抽出対象外識別  
Ｃ 

 ＮＡＣＣＳを使用して卸コンテナリストを提出

しない場合は、「Ａ」を入力する。 

 

（※1）各業務に対応した業務仕様書（入力項目）の項番を表示している。 

    なお、業務仕様書は、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）に

掲載している。 

（※2）「区分」の見方は以下のとおり。 

     ①「区分」の内容 

区分 内容 

Ｍ 必須項目 

Ｃ 条件付項目 

Ｆ 補完後必須項目 

Ｘ 入力不可 

- 入力無視 

    ②「区分」レベル 

     （例） 

項目名 区分 

項目Ａ Ｃ 

項目Ｂ Ｍ 

     下位レベルの項目は上位レベルの項目の区分に従属する。 
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     ※項目Ａは条件付項目であり、入力する場合としない場合がある。 

      項目Ｂは項目Ａの下位レベルにある必須項目のため、項目Ａの入力がある場合、項目Ｂは必須入力とな

る。 

（※3）業務コード集については、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）

に掲載している。 
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別紙 10「出港前報告ハウスＢ／Ｌ（ＡＨＲ）業務 入力項目表」 

項番(※1） 項目名 区分(※2） 業務コード(※3） 内 容 

2 処理区分コード Ｍ 「９」を入力する。 

3 ＳＰコード 

Ｃ
  

 入力不要 

※サービスプロバイダー業務を行う者が、サー

ビスプロバイダーコード及びパスワードを

ＮＡＣＣＳに向けて送信する。 

4 船舶コード 

Ｍ
  

信号符字（コールサイ

ン） 

（１）船舶の信号符字（コールサイン）を入力す

る。 

（２）左詰めで入力する。 

5 積載船名 

Ｆ
  

 （１）「項番４」に入力した船舶コードがＮＡＣ

ＣＳに登録されている場合は、入力を要しな

い。 

（２）「項番４」に入力した船舶コードがＮＡＣ

ＣＳに登録されていない場合は、積載船名を

必須入力とする。 

6 船舶国籍コード 

Ｆ
  

国名コード 

（業務コード集の国

連ＬＯＣＯＤＥ（国名

コード含む）を参照）

 

（１）「項番４」に入力した船舶コードがＮＡＣ

ＣＳに登録されている場合は、入力を要しな

い。 

（２）「項番４」に入力した船舶コードがＮＡＣ

ＣＳに登録されていない場合は、船舶国籍に

ついて、国名コード（国連ＬＯＣＯＤＥの国

名コード２桁。以下同じ。）を必須入力とす

る。 

7 航海番号 Ｍ  航海番号を入力する。 

8 船会社コード 

Ｍ
  

 本船利用船会社単位にＮＡＣＣＳ用船会社コ

ード（※）を入力する。 

※船会社に対してＮＡＣＣＳセンターが払い

出すコード 

9 船積港コード 

Ｍ
  

港コード 

（業務コード集の国

連ＬＯＣＯＤＥ（国名

コードを含む）を参

照） 

（１）コンテナ貨物を日本に入港しようとする外

国貿易船に船積みする港について、港コード

（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）を入力する。なお、

トランシップする場合、最初に日本向けに積

出しした港（仕出港）は、「項番 22」で入

力すること。 

（２）該当する港コード（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）

がＮＡＣＣＳに登録されていない場合は、国

名コード（２桁）の後に「ＺＺＺ」を付した

コードを入力する。 

10 船積港名 

Ｆ
  

 （１）「項番９」に入力した船積港コードがＮＡ

ＣＣＳに登録されている場合は、入力を要し

ない。 
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項番(※1） 項目名 区分(※2） 業務コード(※3） 内 容 

（２）「項番９」に入力した船積港コードの下３

桁を「ＺＺＺ」と入力した場合は､船積港名

を必須入力とする。 

11 船積港枝番 

Ｃ
  

 （１）同一航海において同一の港に複数回寄港す

る場合は、枝番を入力する。 

（２）同一航海において同一の港へ２回目に寄港

する場合は、「１」を入力し、３回目に寄港

する場合は、「２」を入力する。以降、順次

「９」まで入力することができる。 

なお、寄港回数に対応する枝番と異なる枝

番を入力することがないよう留意すること。

12 マスターＢ／Ｌ

番号 
Ｍ

  

 関連付けを行うマスターＢ／Ｌ番号を入力す

る。 

13 ハウスＢ／Ｌ報

告完了識別 Ｃ
  

 マスターＢ／Ｌに関連付けを行うハウスＢ／

Ｌの報告が全て完了した場合は、「Ｅ」を入力

する。 

14 ハウスＢ／Ｌ番

号 

Ｃ
  

 （１）以下の入力方法に従いハウスＢ／Ｌ番号を

入力する。 

（２）「,」（カンマ）の入力は、「.」（ピリオ

ド）で入力する。 

（３）「項番 13」のハウスＢ／Ｌ報告完了識別

を入力しない場合は、必須入力とする。 

（入力方法） 

① １桁目から４桁目 

ハウスＢ／Ｌ用コード（※）を入力する。

※利用運送事業者に対してＮＡＣＣＳセ

ンターが払い出すコード 

② ５桁目から 16桁目 

ハウスＢ／Ｌ番号を 12桁以内で入力す

る。 

③ 17 桁目から 20桁目 

必要に応じて前記②に続けて枝番を４桁

以内で入力する。 

なお、枝番を入力する場合は、次のとおり

とする。 

１件のＢ／Ｌ番号につき 100 本を超える

コンテナがある場合は、下表の順序に従い、

当該Ｂ／Ｌ番号の後に左詰めで枝番を付す

ことにより分割し、コンテナが 100 本以下

となるように調整する。 

また、枝番を付した場合は、以降、当該Ｂ
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項番(※1） 項目名 区分(※2） 業務コード(※3） 内 容 

／Ｌ番号について、ＮＡＣＣＳを使用して

後続業務を行う利用者に、当該Ｂ／Ｌ番号

に枝番が付されている旨及び分割内容を連

絡する。 

順序 枝番 順序 枝番 

１ Ｗ １１ ＸＹ 

２ Ｘ １２ ＸＺ 

３ Ｙ １３ ＹＷ 

４ Ｚ １４ ＹＸ 

５ ＷＷ １５ ＹＹ 

６ ＷＸ １６ ＹＺ 

７ ＷＹ １７ ＺＷ 

８ ＷＺ １８ ＺＸ 

９ ＸＷ １９ ＺＹ 

１０ ＸＸ ２０ ＺＺ 

  

（入力例） 

① ハウスＢ／Ｌ用コードが「ＮＡＣＳ」、

ハウスＢ／Ｌ番号が「１２３４５６７８９

０１２」の場合 

Ｂ／Ｌ番号 

ＮＡＣＳ１２３４５６７８９０１２ 

② ハウスＢ／Ｌ用コードが「ＮＡＣＳ」、

ハウスＢ／Ｌ番号が「１２３４５６７８９

０１２」の場合であって、コンテナ本数が

２００本ある場合 

イ 1 本目から１００本目まで 

Ｂ／Ｌ番号 

ＮＡＣＳ１２３４５６７８９０１２Ｗ 

ロ １０１本目から２００本目まで 

Ｂ／Ｌ番号 

ＮＡＣＳ１２３４５６７８９０１２Ｘ 

15 出港予定年月日 

 
Ｃ

 

 船積港の出港予定年月日を現地時間又はグリ

ニッジ標準時により、西暦（８桁）で入力する。

16 出港予定時分 

  
Ｍ

 船積港の出港予定時間を現地時間又はグリニ

ッジ標準時により、時分（４桁）で入力する。

17 グリニッジ標準

時差分 

  
Ｍ

 （１）「項番 15」の出港予定年月日及び「項番

16」の出港予定時分を現地時間で入力した場

合は、現地時間とグリニッジ標準時との差分

を正表示「＋」又は負表示「－」を付して、

時分（４桁）で入力する。 
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項番(※1） 項目名 区分(※2） 業務コード(※3） 内 容 

 （入力例） 

① 船積港が「ＵＳＬＡＸ」の場合 

現地時間     １月 10 日 18:02

    グリニッジ標準時  1 月 11 日 02:02 

    グリニッジ標準時差分 

    +0800 

  ② 船積港が「ＣＮＴＡＯ」の場合 

現地時間      １月 11 日 10:02

グリニッジ標準時  １月 11 日 02:02

グリニッジ標準時差分  

-0800 

    ③ 船積港が「ＭＭＲＧＮ」の場合 

    現地時間      １月 11 日 08:32 

    グリニッジ標準時  １月 11 日 02:02 

    グリニッジ標準時差分 

    -0630 

（２）「項番 15」の出港予定年月日及び「項番

16」の出港予定時分をグリニッジ標準時で入

力した場合は、「00000」を入力する。 

18 緩和措置対象地

域識別 
 

Ｃ
 

 緩和措置対象地域（※）から出港する場合は、

｢Ｙ｣を入力する。 

※ 本文３－（３）－Ｂ及び別紙２を参照。 

※［19］の項目は、最大３回繰り返し入力することができる。 

19 通知先コード 

 
Ｃ

 

利用者コード（※） 

※ＮＡＣＣＳセンターと

利用契約を締結する際に

払い出される、利用者を

特定するためのコード。

本文４－（３）の申請者

ＩＤとは異なるので留意

すること。（以下、同じ。）

税関からのリスク分析結果の事前通知を他の

利用者にも通知する必要がある場合は、当該利

用者の利用者コードを入力する。 

20 船卸港コード 

 
Ｍ

 

港コード 

（業務コード集の国

連ＬＯＣＯＤＥ（国名

コード含む）を参照）

（１）コンテナ貨物を船卸しする港（仮陸揚げを

行う場合は仮陸揚げをする港）について、港

コード（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）を入力する。

（２）該当する港コード（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）

がＮＡＣＣＳに登録されていない場合は、国

名コード（２桁）の後に「ＺＺＺ」を付した

コードを入力する。 

21 入港予定年月日 

 
Ｍ

 

 （１）船卸港への入港予定年月日を西暦（８桁）

で入力する。 

（２）日本時間で入力する。 
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項番(※1） 項目名 区分(※2） 業務コード(※3） 内 容 

22 仕出港コード 

 
Ｍ

 

港コード 

（業務コード集の国

連ＬＯＣＯＤＥ（国名

コード含む）を参照）

（１）コンテナ貨物の仕出港について、港コード

（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）を入力する。なお、

トランシップする場合においては、最初に日

本向けに積出しした港（仕出港）を入力する

こと。 

（２）該当する港コード（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）

がＮＡＣＣＳに登録されていない場合は、国

名コード（２桁）の後に「ＺＺＺ」を付した

コードを入力する。 

23 仕出港名 

 
Ｆ

 

 （１）「項番 22」に入力した仕出港コードがＮ

ＡＣＣＳに登録されている場合は、入力を要

しない。 

（２）「項番 22」に入力した仕出港コードの下

３桁を「ＺＺＺ」と入力した場合は､仕出港

名を必須入力とする。 

24 荷渡地コード 

 
Ｍ

 

都市コード 

（業務コード集の国

連ＬＯＣＯＤＥ（国名

コードを含む）を参

照） 

（１）コンテナ貨物の荷渡地について、都市コー

ド（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）を入力する。 

なお、仮陸揚貨物の場合は、｢項番 20｣に

入力した船卸港コードと同一でないこと。 

（２）該当する都市コードがＮＡＣＣＳに登録さ

れていない場合は、国名コード（２桁）の後

に「ＺＺＺ」を付したコードを入力する。 

25 荷渡地名 

 
Ｆ

 

 （１）「項番 24」に入力した荷渡地コードがＮ

ＡＣＣＳに登録されている場合は、入力を要

しない。 

（２）「項番 24」に入力した荷渡地コードの下

３桁を｢ＺＺＺ｣と入力した場合は､荷渡地名

を必須入力とする。 

26 最終仕向地コー

ド 

 
Ｃ

 

都市コード 

（業務コード集の国

連ＬＯＣＯＤＥ（国名

コードを含む）を参

照） 

（１）コンテナ貨物の最終仕向地について、都市

コード（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）を入力する。

（２）該当する都市コードがＮＡＣＣＳに登録さ

れていない場合は、国名コード（２桁）の後

に「ＺＺＺ」を付したコードを入力する。 

27 最終仕向地名 

  
Ｆ

 （１）「項番 26」に入力した最終仕向地コード

がＮＡＣＣＳに登録されている場合は、入力

を要しない。 

（２）「項番 26」に入力した最終仕向地コード

の下３桁を｢ＺＺＺ｣と入力した場合は､最終

仕向地名を必須入力とする。 

28 荷送人コード 

 
Ｃ

 

輸出入者コード（※）

※日本国税関又は（財）

（１）輸出入者コードを有する荷送人の場合は、

輸出入者コードを入力する。 
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項番(※1） 項目名 区分(※2） 業務コード(※3） 内 容 

日本貿易関係手続簡易化

協会（ＪＡＳＴＰＲＯ）

から払い出される、輸出

入者を特定するためのコ

ード。 

（２）輸出入者コードを有しない荷送人の場合

は、入力を要しない。 

29 荷送人名 

 
Ｆ

 

 （１）「項番 28」に荷送人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 28」に荷送人コードを入力しなか

った場合は、荷送人名を必須入力とする。 

30 荷送人住所（連続

入力） 

 
Ｃ

 

 （１）「項番 28」の荷送人コードを入力した

場合は、入力不可。 

（２）「項番 31」の荷送人住所１／４（Street 

and number/P.O.Box）から「項番 33」の

荷送人住所３／４（City name）までを入

力する場合は、入力不可。 

31 荷送人住所１／

４（Street and 

number/P.O.Box）
 

Ｃ
 

 （１）「項番 28」の荷送人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 28」の荷送人コードを入力しなか

った場合は、荷送人住所１／４（Street and 

number/P.O.Box）を入力する。 

32 荷送人住所２／

４（Street and 

number/P.O.Box）
 

Ｃ
 

 （１）「項番 28」の荷送人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 28」の荷送人コードを入力しなか

った場合は、荷送人住所２／４（Street and 

number/P.O.Box）を入力する。 

33 荷送人住所３／

４（City name）

 
Ｃ

 

 （１）「項番 28」の荷送人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 28」の荷送人コードを入力しなか

った場合は、荷送人住所３／４（City name）

を入力する。 

34 荷送人住所４／

４（Country 

sub-entity, 

name） 
 

Ｃ
 

 （１）「項番 28」の荷送人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 28」の荷送人コードを入力しなか

った場合は、荷送人住所４／４（Country 

sub-entity, name）を入力する。 

35 荷送人郵便番号

（Postcode 

identification）

 
Ｃ

 

 （１）「項番 28」の荷送人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 28」の荷送人コードを入力しなか

った場合は、荷送人郵便番号（Postcode 

identification）を入力する（区切り符号は

入力しない。）。 
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項番(※1） 項目名 区分(※2） 業務コード(※3） 内 容 

（３）荷送人の国に郵便番号が存在しない場合

は、入力を要しない。 

36 荷送人国名コー

ド（Country, 

coded） 
 

Ｆ
 

国名コード 

（業務コード集の国

連ＬＯＣＯＤＥ（国名

コード含む）を参照）

（１）「項番 28」の荷送人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 28」の荷送人コードを入力しなか

った場合は、荷送人の国名について、国名コ

ード（２桁）を必須入力とする。 

37 荷送人電話番号 

 
Ｃ

 

 （１）「項番 28」の荷送人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 28」の荷送人コードを入力しなか

った場合は、電話番号を市外局番から入力す

る（区切り符号は入力しない。）。 

38 荷受人コード 

 
Ｃ

 

輸出入者コード （１）輸出入者コードを有する荷受人の場合は、

輸出入者コードを入力する。 

（２）輸出入者コードを有しない荷受人の場合

は、入力を要しない。 

39 荷受人名 

 
Ｆ

 

 （１）「項番 38」の荷受人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 38」の荷受人コードを入力しなか

った場合は、荷受人名を必須入力とする。 

40 荷受人住所（連続

入力） 

 
Ｃ

 

 （１）「項番 38」の荷受人コードを入力した場

合は、入力不可。 

（２）「項番 41」の荷受人住所１／４（Street and 

number/P.O.Box）から「項番 43」の荷受人

住所３／４（City name）までを入力する場

合は、入力不可。 

41 荷受人住所１／

４（Street and 

number/P.O.Box）
 

Ｃ
 

 （１）「項番 38」の荷受人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 38」の荷受人コードを入力しなか

った場合は、荷受人住所１／４（Street and 

number/P.O.Box）を入力する。 

42 荷受人住所２／

４（Street and 

number/P.O.Box）
 

Ｃ
 

 （１）「項番 38」の荷受人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 38」の荷受人コードを入力しなか

った場合は、荷受人住所２／４（Street and 

number/P.O.Box）を入力する。 

43 荷受人住所３／

４（City name）

 
Ｃ

 

 （１）「項番 38」の荷受人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 38」の荷受人コードを入力しなか

った場合は、荷受人住所３／４（City name）

を入力する。 
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項番(※1） 項目名 区分(※2） 業務コード(※3） 内 容 

44 荷受人住所４／

４（Country 

sub-entity, 

name） 
 

Ｃ
 

 （１）「項番 38」の荷受人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 38」の荷受人コードを入力しなか

った場合は、荷受人住所４／４（Country 

sub-entity, name）を入力する。 

45 荷受人郵便番号

（Postcode 

identification）

 
Ｃ

 

 （１）「項番 38」の荷受人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 38」の荷受人コードを入力しなか

った場合は、荷受人郵便番号（Postcode 

identification）を入力する（区切り符号は

入力しない。）。 

46 荷受人国名コー

ド（Country, 

coded） 
 

Ｆ
 

国名コード 

（業務コード集の国

連ＬＯＣＯＤＥ（国名

コード含む）を参照）

（１）「項番 38」の荷受人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 38」の荷受人コードを入力しなか

った場合は、荷受人の国名について、国名コ

ード（２桁）を必須入力とする。 

47 荷受人電話番号 

 
Ｃ

 

 （１）「項番 38」の荷受人コードを入力した場

合は、入力を要しない。 

（２）「項番 38」の荷受人コードを入力しなか

った場合は、電話番号を市外局番から入力す

る（区切り符号は入力しない。）。 

※以下［48］から［57］までの項目は、最大 2回繰り返し入力することができる。 

48 着荷通知先コー

ド 

 
Ｃ

 

輸出入者コード （１）輸出入者コードを有する着荷通知先の場合

は、輸出入者コードを入力する。 

（２）輸出入者コードを有しない着荷通知先の場

合は、入力を要しない。 

49 着荷通知先名 

 
Ｃ

 

 （１）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

た場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

なかった場合は、着荷通知先名を必須入力と

する。 

50 着荷通知先住所

（連続入力） 

 
Ｃ

 

 （１）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

た場合は、入力不可。 

（２）「項番 52」の着荷通知先住所１／４（Street 

and number/P.O.Box）から「項番 54」の着

荷通知先住所３／４（City name）までを入

力する場合は、入力不可。 

51 着荷通知先住所

１／４（Street 

and 

number/P.O.Box）

 
Ｃ

 

 （１）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

た場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

なかった場合は、着荷通知先住所１／４
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項番(※1） 項目名 区分(※2） 業務コード(※3） 内 容 

（Street and number/P.O.Box）を入力する。

52 着荷通知先住所

２／４（Street 

and 

number/P.O.Box）
 

Ｃ
 

 （１）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

た場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

なかった場合は、着荷通知先住所２／４

（Street and number/P.O.Box）を入力する。

53 着荷通知先住所

３／４（City 

name） 
 

Ｃ
 

 （１）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

た場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

なかった場合は、着荷通知先住所３／４

（City name）を入力する。 

54 着荷通知先住所

４／４（Country 

sub-entity, 

name） 
 

Ｃ
 

 （１）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

た場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

なかった場合は、着荷通知先住所４／４

（Country sub-entity, name）を入力する。

55 着荷通知先郵便

番号（Postcode 

identification）

 
Ｃ

 

 （１）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

た場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

なかった場合は、着荷通知先の郵便番号

（Postcode identification）を入力する（区

切り符号は入力しない。）。 

56 着荷通知先国名

コード（Country, 

coded） 
 

Ｃ
 

国名コード 

（業務コード集の国

連ＬＯＣＯＤＥ（国名

コード含む）を参照）

 

（１）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

た場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

なかった場合は、着荷通知先の国名につい

て、国名コード（２桁）を入力する。 

57 着荷通知先電話

番号 

 
Ｃ

 

 （１）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

た場合は、入力を要しない。 

（２）「項番 48」の着荷通知先コードを入力し

なかった場合は、電話番号を市外局番から入

力する（区切り符号は入力しない。）。 

58 品名 

 
Ｍ

 

 （１）積荷内容が容易に特定できるよう具体的、

かつ、詳細な品名を入力する。 

（２）数字及び記号のみの入力は不可。 

59 代表品目番号 

 
Ｍ

 

ＨＳコード（６桁） 貨物の代表品目をＨＳコード(６桁)で入力す

る。 

60 記号番号 Ｍ  貨物の記号番号を入力する。 
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項番(※1） 項目名 区分(※2） 業務コード(※3） 内 容 

61 個数 

 
Ｍ

 

 （１）貨物の外装個数を入力する。 

（２）「０」は入力不可。 

なお、個数の表現ができない貨物の場合

は、「１」を入力する。 

62 個数単位コード 

 
Ｍ

 

包装種類コード 

（業務コード集参照）

貨物の個数の単位を包装種類コードで入力す

る。 

63 総重量 

 
Ｍ

 

 （１）貨物の総重量を入力する。 

（２）「０」は入力不可。 

（３）小数点以下第３位まで入力することができ

る。 

（４）整数部が７桁の場合は、「項番 64」の重

量単位コードが「ＫＧＭ」であること。 

（５）総重量が「項番 64」の重量単位コード以

外の場合は、当該単位に換算した重量を入力

する。 

64 重量単位コード 

 
Ｍ

 

数量単位コード（総重

量及び総容積） 

（業務コード集参照）

重量の単位を数量単位コード（総重量及び総容

積）で入力する。 

65 ネット重量 

 
Ｃ

 

 （１）貨物のネット重量を入力する。 

（２）「０」は入力不可。 

（３）小数点以下第３位まで入力することができ

る。 

（４）整数部が７桁の場合は、「項番 66」の重

量単位コードが「ＫＧＭ」であること。 

（５）ネット重量が「項番 66」の重量単位コー

ド以外の場合は、当該単位に換算した重量を

入力する。 

66 重量単位コード 

  
Ｍ

数量単位コード（総重

量及び総容積） 

（業務コード集参照）

ネット重量の単位を数量単位コード（総重量及

び総容積）で入力する。 

67 容積 

 
Ｍ

 

 （１）貨物の容積を入力する。 

（２）「０」は入力不可。 

（３）小数点以下第３位まで入力することができ

る。 

（４）容積が「項番 68」の容積単位コード以外

の場合は、当該単位に換算した容積を入力す

る。 

68 容積単位コード 

 
Ｍ

 

数量単位コード（総重

量及び総容積） 

（業務コード集参照）

容積の単位を数量単位コード（総重量及び総容

積）で入力する。 
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項番(※1） 項目名 区分(※2） 業務コード(※3） 内 容 

69 原産国コード 

 
Ｃ

 

国名コード 

（業務コード集の国

連ＬＯＣＯＤＥ（国名

コード含む）を参照）

貨物の原産国について、国名コード（２桁）を

入力する。 

70 危険貨物等コー

ド 

 
Ｃ

 

特殊貨物コード 

（業務コード集のＳ

ＰＣ（特殊貨物）・危

険物コードを参照） 

特殊貨物の場合は、当該特殊貨物の種類を特殊

貨物コードで入力する。 

71 ＩＭＤＧクラス 

 
Ｃ

 

 危険貨物の場合は、国際海上危険物規則（ＩＭ

ＤＧ ｃｏｄｅ）における危険物の分類（クラ

ス）を入力する。 

72 ＵＮ Ｎｏ． 

  
Ｍ

 （１）国際連合危険物輸送勧告における国連番号

を入力する。 

（２）「0000」から「9999」の範囲で入力する。

73 海上運賃（フレー

ト） 

 
Ｃ

 

 （１）貨物の海上運賃を入力する。 

（２）「項番 74」の海上運賃通貨種別コードに

「ＪＰＹ」以外を入力する場合は、小数点以

下第２位まで入力することができる。 

74 海上運賃通貨種

別コード   
Ｍ

通貨コード 

（業務コード集参照）

海上運賃の通貨種別を通貨コードで入力する。

 

75 価格 

 
Ｃ

 （１）本邦で仮陸揚げ後、保税運送を行う場合は、

貨物の価格を入力する。 

（２）「項番 76」の価格通貨種別コードに「Ｊ

ＰＹ」以外を入力する場合は、小数点以下第

２位まで入力することができる。 

76 価格通貨種別コ

ード   
Ｍ

通貨コード 

（業務コード集参照）

価格の通貨種別を通貨コードで入力する。 

77 仮陸揚識別 

 
Ｃ

 仮陸揚貨物の場合は、「28」を入力する。 

78 仮陸揚事由コー

ド 

  
Ｍ

仮陸揚事由コード 

（業務コード集参照）

（１）仮陸揚貨物の場合は、仮陸揚事由コードを

入力する。 

（２）仮陸揚貨物に対して保税運送情報の登録を

行う場合は、「ＰＯＳ」（同一本船での荷繰

り）でないこと。 

79 仮陸揚期間 

  
Ｍ

 （１）仮陸揚貨物の場合は、船卸開始年月日を起

算日として仮陸揚期間を日数で入力する。 

（２）「０」は入力不可。 

80 運送期間開始予

定日 
  

Ｃ

 （１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合は、運送

期間開始予定日を西暦（８桁）で入力する。

（２）日本時間で入力する。 
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項番(※1） 項目名 区分(※2） 業務コード(※3） 内 容 

81 運送期間終了予

定日 
  

Ｃ

 （１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合は、運送

期間終了予定日を西暦（８桁）で入力する。

（２）日本時間で入力する。 

82 仮陸揚貨物保税

運送の運送具コ

ード 

  
Ｃ

 

 

 

 

 

 

仮陸揚貨物の保税運送を行う場合は、次の区分

に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

AIRCRAFT ６ 

SHIP １１ 

BARGE １６ 

RAIL EXPRESS ２５ 

TRUCK ３１ 

OTHER（その他） １７ 
 

83 到着地コード 

 
Ｃ

 

保税地域コード 

（業務コード集参照）

仮陸揚貨物の保税運送を行う場合は、到着地を

保税地域コードで入力する。 

84 到着地名 

 
Ｃ

 

 （１）「項番 83」の到着地コードを入力した場

合は、入力不可。 

（２）「項番 83」の到着地コードを入力しなか

った場合又は入力した到着地コードがＮＡ

ＣＣＳに登録されていない場合は、到着地名

を必須入力とする。 

※［85］の項目は、最大５回繰り返し入力することができる。 

85 他法令コード 

 
Ｃ

 

他法令コード 

（業務コード集参照）

仮陸揚貨物の保税運送を行う場合で、税関関係

法令以外の他法令に該当する貨物の場合は、当

該他法令に係るコードを入力する。 

86 記事 Ｃ  積荷に関する事項を必要に応じて入力する。 

87 社内整理番号 Ｃ  自社で付与する任意の番号等を入力する。 

※以下［88］から［93］までの項目は、最大 100 回繰り返し入力することができる。 

88 コンテナ番号 Ｍ コンテナ番号を左詰めで入力する。 

※［89］の項目は、最大６回繰り返し入力することができる。 

89 シール番号 

  
Ｍ

 （１）コンテナのシール番号を左詰めで入力す

る。 

（２）シールがない場合は、１欄目に「ＮＯ Ｓ

ＥＡＬ」と入力する。 

90 空／実入りコン

テナ表示   
Ｍ

 「５」（Full）を入力する。 

91 コンテナサイズ

コード 

  
Ｍ

 コンテナのサイズをコンテナサイズコードで

入力する。 

1 桁目: コンテナ長さコード（コード：コンテ

ナ長さ［ｆｔ］） 
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項番(※1） 項目名 区分(※2） 業務コード(※3） 内 容 

区 分 コード 

10' 1 

20' 2 

40' 4 

その他 9 

2 桁目: コンテナ高さコード（コード：コンテ

ナ高さ［ｆｔ］［ｉｎ］） 

区 分 コード 

8’ 0 

8'6'' 2 

9' 4 

9'6'' 5 

> 9'6'' 6 

4'3'' 8 

≦4'（その他の高さについ

ては本コードを使用） 

9 

92 コンテナタイプ

コード 

  
Ｍ

 コンテナの形式（タイプ）をコンテナ形式コー

ドで入力する。 

区 分 コード 

ドライコンテナ GP 

冷凍コンテナ RT 

オープントップコンテナ UT 

フラットラックコンテナ PF 

プラットフォームコンテ PL 

タンクコンテナ TN 

その他のコンテナ SN 

93 コンテナ所有形

態コード 

  Ｍ

 

 

 

 

 

 

 

コンテナ所有形態について、次の区分に応じた

コードを入力する。 

区 分 コード 

Shipper supplied １ 

Carrier supplied ２ 

Consolidator supplied ３ 

Deconsolidator supplied ４ 

Third party supplied ５ 

 

（※1）各業務に対応した業務仕様書（入力項目）の項番を表示している。 

    なお、業務仕様書は、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）に

掲載している。 

（※2）「区分」の見方は以下のとおり。 

①「区分」の内容 
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区分 内容 

Ｍ 必須項目 

Ｃ 条件付項目 

Ｆ 補完後必須項目 

Ｘ 入力不可 

- 入力無視 

②「区分」レベル 

（例） 

項目名 区分 

項目Ａ Ｃ 

項目Ｂ Ｍ 

下位レベルの項目は上位レベルの項目の区分に従属する。 

※項目Ａは条件付項目であり、入力する場合としない場合がある。 

 項目Ｂは項目Ａの下位レベルにある必須項目のため、項目Ａの入力がある場合、項目Ｂは必須入力となる。

（※3）業務コード集については、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）

に掲載している。 
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別紙 11「出港日時報告（ＡＴＤ）業務 入力項目表」 

項番（※1） 項目名 区分（※2） 業務コード（※3） 内 容 

2 処理区分コード

Ｍ 

 次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

登録 ９ 

出港日時の訂正 ５ 

3 ＳＰコード 

Ｃ 

 入力不要 

※サービスプロバイダー業務を行う者が、サービスプ

ロバイダーコード及びパスワードをＮＡＣＣＳに向け

て送信する。 

4 船舶コード 
Ｍ 

信号符字（コール

サイン） 

（１）船舶の信号符字（コールサイン）を入力する。 

（２）左詰めで入力する。 

5 航海番号 Ｍ  航海番号を入力する。 

6 船会社コード 

Ｍ 

 本船利用船会社単位にＮＡＣＣＳ用船会社コード（※）

を入力する。 

※船会社に対してＮＡＣＣＳセンターが払い出すコー

ド 

7 船積港コード 

Ｍ 

港コード 

（業務コード集の

国連ＬＯＣＯＤＥ

（国名コードを含

む）を参照） 

（１）コンテナ貨物を日本に入港しようとする外国貿易

船に船積みする港について、港コード（国連ＬＯＣ

ＯＤＥ５桁）を入力する。 

（２）該当する港コード（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）がＮ

ＡＣＣＳに登録されていない場合は、国名コード（２

桁）の後に「ＺＺＺ」を付したコードを入力する。

8 船積港枝番 

Ｃ 

 （１）同一航海において同一の港に複数回寄港する場合

は、枝番を入力する。 

（２）同一航海において同一の港へ２回目に寄港する場

合は、「１」を入力し、３回目に寄港する場合は、

「２」を入力する。以降、順次「９」まで入力する

ことができる。 

なお、寄港回数に対応する枝番と異なる枝番を入

力することがないよう留意すること。 

9 出港年月日 
Ｍ 

 船積港の出港年月日を現地時間又はグリニッジ標準時

により、西暦（８桁）で入力する。 

10 出港時分 
Ｍ 

 船積港の出港時間を現地時間又はグリニッジ標準時に

より、時分（４桁）で入力する。 

11 グリニッジ標準

時差分 

Ｍ 

 （１）「項番９」の出港年月日及び「項番 10」の出港時

分を現地時間で入力した場合は、現地時間とグリニ

ッジ標準時との差分を正表示「＋」又は負表示「－」

を付して、時分（４桁）で入力する。 

 （入力例） 

① 船積港が「ＵＳＬＡＸ」の場合 

現地時間     １月 10 日 18:02    
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項番（※1） 項目名 区分（※2） 業務コード（※3） 内 容 

    グリニッジ標準時  1月 11 日 02:02 

    グリニッジ標準時差分 

    +0800 

  ② 船積港が「ＣＮＴＡＯ」の場合 

現地時間      １月 11 日 10:02 

グリニッジ標準時  １月 11 日 02:02 

グリニッジ標準時差分  

-0800 

    ③ 船積港が「ＭＭＲＧＮ」の場合 

    現地時間      １月 11 日 08:32 

    グリニッジ標準時  １月 11 日 02:02 

    グリニッジ標準時差分 

    -0630 

（２）「項番９」の出港年月日及び「項番 10」の出港時

分をグリニッジ標準時で入力した場合は、「00000」

を入力する。 

12 緩和措置対象地

域識別 Ｃ 

 緩和措置対象地域（※）から出港した場合は、｢Ｙ｣を

入力する。 

※ 本文３－（３）－Ｂ及び別紙２を参照。 

（※1）各業務に対応した業務仕様書（入力項目）の項番を表示している。 

    なお、業務仕様書は、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）に

掲載している。 

（※2）「区分」の見方は以下のとおり。 

     ①「区分」の内容 

区分 内容 

Ｍ 必須項目 

Ｃ 条件付項目 

Ｆ 補完後必須項目 

Ｘ 入力不可 

- 入力無視 

    ②「区分」レベル 

     （例） 

項目名 区分 

項目Ａ Ｃ 

項目Ｂ Ｍ 

     下位レベルの項目は上位レベルの項目の区分に従属する。 

     ※項目Ａは条件付項目であり、入力する場合としない場合がある。 

      項目Ｂは項目Ａの下位レベルにある必須項目のため、項目Ａの入力がある場合、項目Ｂは必須入力とな

る。 

（※3）業務コード集については、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）

に掲載している。 
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別紙 12－1「不一致情報出力項目表」（出港前報告日時（ＡＴＤ）業務実施後配信される項目） 

項番（※1） 項目名 区分（※2） 出力コード（※3） 内容 

2 船舶コード 
Ｍ 

信号符字（コールサ

イン） 

 船舶の信号符字（コールサイン）が出力される。 

3 航海番号 
Ｃ 

  航海番号が出力される。 

4 船会社コード 
Ｍ 

  ＮＡＣＣＳ用船会社コード（※）が出力される。 

 ※船会社に対してＮＡＣＣＳセンターが払い出すコード 

5 船積港コード 

Ｃ 

港コード 

（業務コード集の

国連ＬＯＣＯＤＥ

（国名コード含む）

を参照） 

 船積港コードが港コード（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）で出力

される。 

6 船積港枝番 Ｃ    船積港枝番が出力される。 

7 出港年月日 Ｃ   出港年月日が西暦（８桁）で出力される。 

8 出港時分 Ｃ    出港時間が時分（４桁）で出力される。 

9 グリニッジ標

準時差分 
Ｃ 

  （１）現地時間とグリニッジ標準時との差分が正表示「＋」

又は負表示「－」及び時分（４桁）で出力される。 

（２）出港年月日及び出港時間にグリニッジ標準時を入力し

た場合は、「00000」が出力される。 

10 緩和措置対象

地域識別 
Ｃ 

   船舶が緩和措置対象地域から出港した場合は、｢Ｙ｣が出力

される。 

11 船卸港コード 

Ｃ 

港コード 

（業務コード集の

国連ＬＯＣＯＤＥ

（国名コード含む）

を参照） 

 出力されない。 

12 船卸港枝番 Ｃ    出力されない。 

13 入港年月日 Ｃ    出力されない。 

14 オーバーフロ

ー識別 

Ｃ 

  （１）出力対象Ｂ／Ｌが１００件を超える場合は、「Ｙ」が

出力される。 

（２）「Ｙ」が出力された場合は、出力されていないＢ／Ｌ

が存在するため、出港前報告一覧照会（ＩＭＬ）業務を

利用して確認すること。 

※以下［15］から［21］までの項目は、最大 100 回繰り返し出力される。 

15 Ｂ／Ｌ番号 

Ｍ 

  （１）Ｂ／Ｌ番号が昇順で出力される。 

（２）不一致と判定されたＢ／Ｌ番号のみ出力される。 

16 不一致識別

（ハウスＢ／

Ｌ未登録） 

Ｃ 

   マスターＢ／Ｌに対してハウスＢ／Ｌの登録がない場合 

は、「Ｈ」が出力される。 
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項番（※1） 項目名 区分（※2） 出力コード（※3） 内容 

17 不一致識別

（マスターＢ

／Ｌ未登録） 

Ｃ 

   ハウスＢ／Ｌに関連付けが行われているマスターＢ／Ｌ  

に対して、出港前報告（ＡＭＲ）業務が行われていない場

合は、「Ｍ」が出力される。 

18 不一致識別

（船舶情報不

一致） 

Ｃ 

   関連付けが行われているマスターＢ／Ｌ及びハウスＢ／ 

Ｌの船舶情報が異なる場合は、「Ｓ」が出力される。 

19 不一致識別

（報告期限超

過） 

Ｃ 

   報告期限を超過している場合は、「Ｔ」が出力される。 

20 不一致識別

（出港前報告

未済） 

Ｃ 

   出力されない。 

21 不一致識別

（出港日時報

告未済） 

Ｃ 

   出力されない。 

 

（※1）各業務に対応した業務仕様書（出力項目）の項番を表示している。 

    なお、業務仕様書は、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）に

掲載している。 

（※2）「区分」の見方は以下のとおり。 

  ①「区分」の内容  

  区分 内容 

  Ｍ 必須項目 

  Ｃ 条件付項目 

Ｘ 出力されない項目 

  ②「区分」レベル 

（例） 

項目名 区分 

項目Ａ Ｃ 

項目Ｂ Ｍ 

下位レベルの項目は上位レベルの項目の区分に従属する。 

上位レベル項目があり、下位レベル項目Ｍ（必須項目）の場合、出力必須となる。 

（※3）業務コード集については、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）

に掲載している。 
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別紙 12－2「不一致情報出力項目表」（積荷目録提出（ＤＭＦ）業務実施後配信される項目） 

項番（※1） 項目名 区分（※2） 出力コード（※3） 内容 

2 船舶コード 
Ｍ 

信号符字（コールサ

イン） 

 船舶の信号符字（コールサイン）が出力される。 

3 航海番号 
Ｃ 

  積荷目録情報登録（ＭＦＲ）業務で当該項目を入力した場

合に限り航海番号が出力される。 

4 船会社コード 
Ｍ 

   ＮＡＣＣＳ用船会社コード（※）が出力される。 

※船会社に対してＮＡＣＣＳセンターが払い出すコード 

5 船積港コード 

Ｃ 

港コード 

（業務コード集の

国連ＬＯＣＯＤＥ

（国名コード含む）

を参照） 

 出力されない。 

6 船積港枝番 Ｃ    出力されない。 

7 出港年月日 Ｃ   出力されない。 

8 出港時分 Ｃ    出力されない。 

9 グリニッジ標

準時差分 
Ｃ 

   出力されない。 

10 緩和措置対象

地域識別 
Ｃ 

   出力されない。 

11 船卸港コード 

Ｃ 

港コード 

（業務コード集の

国連ＬＯＣＯＤＥ

（国名コード含む）

を参照） 

 船卸港コードが国連ＬＯＣＯＤＥ（５桁）で出力される。

12 船卸港枝番 Ｃ    船卸港枝番が出力される。 

13 入港年月日 Ｃ    入港年月日が出力される。 

14 オーバーフロ

ー識別 

Ｃ 

  （１）出力対象Ｂ／Ｌが１００件を超える場合は、「Ｙ」が

出力される。 

（２）「Ｙ」が出力された場合は、出力されていないＢ／Ｌ

が存在するため、ＩＭＬ業務又は積荷目録状況照会（Ｉ

ＭＩ）業務を利用して確認すること。 

※以下［15］から［21］までの項目は、最大 100 回繰り返し出力される。 

15 Ｂ／Ｌ番号 
Ｍ 

  （１）Ｂ／Ｌ番号が昇順で出力される。 

（２）不一致と判定されたＢ／Ｌ番号のみ出力される。 

16 不一致識別

（ハウスＢ／

Ｌ未登録） 

Ｃ 

   出力されない。 

17 不一致識別

（マスターＢ

／Ｌ未登録） 

Ｃ 

   出力されない。 
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項番（※1） 項目名 区分（※2） 出力コード（※3） 内容 

18 不一致識別

（船舶情報不

一致） 

Ｃ 

   出力されない。 

19 不一致識別

（報告期限超

過） 

Ｃ 

   出力されない。 

20 不一致識別

（出港前報告

未済） 

Ｃ 

   ＡＭＲ業務が行われていない場合は、「Ａ」が出力される。

21 不一致識別

（出港日時報

告未済） 

Ｃ 

   ＡＴＤ業務が行われていない場合は、「Ｄ」が出力される。

 

（※1）各業務に対応した業務仕様書（出力項目）の項番を表示している。 

    なお、業務仕様書は、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）に

掲載している。 

（※2）「区分」の見方は以下のとおり。 

  ①「区分」の内容  

  区分 内容 

  Ｍ 必須項目 

  Ｃ 条件付項目 

Ｘ 出力されない項目 

  ②「区分」レベル 

（例） 

項目名 区分 

項目Ａ Ｃ 

項目Ｂ Ｍ 

下位レベルの項目は上位レベルの項目の区分に従属する。 

上位レベル項目があり、下位レベル項目Ｍ（必須項目）の場合、出力必須となる。 

（※3）業務コード集については、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）

に掲載している。 
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別紙13「不一致情報　出力イメージ」



別紙 14「事前通知 出力項目表」 

項番（※1） 項目名 区分（※2） 出力コード（※3） 内容 

2 Ｂ／Ｌ番号 
Ｍ 

 リスク分析結果事前通知の対象となるＢ／Ｌ番号が出力

される。 

3 マスターＢ／Ｌ番

号 
Ｃ 

 「項番２」のＢ／Ｌ番号がハウスＢ／Ｌの場合は、関連付

けが行われているマスターＢ／Ｌ番号が出力される。 

4 事前通知コード 

Ｍ 

 以下のコードが出力される。 

※ 各コードの内容については、別紙４を参照。 

① ＨＬＤ 

② ＤＮＬ 

③ ＤＮＵ 

④ ＳＰＤ 

5 事前通知件名 Ｃ  税関からの通知件名が出力される。 

6 管轄官署コード 
Ｍ 

 貨物の船卸港を管轄する税関官署が税関官署コードで出

力される。 

7 管轄官署名 
Ｍ 

 「項番６」で出力される管轄官署コードに対する税関官署

名が出力される。 

8 船舶コード 
Ｍ 

信号符字（コー

ルサイン） 

船舶の信号符字（コールサイン）が出力される。 

9 積載船名 
Ｍ 

 積載船名が出力される。 

10 航海番号 
Ｃ 

 航海番号が出力される。 

11 船会社コード 
Ｍ 

 ＮＡＣＣＳ用船会社コード（※）が出力される。 

※船会社に対してＮＡＣＣＳセンターが払い出すコード 

12 出港前報告年月日
Ｃ 

  出港前報告が行われている場合は、出港前報告年月日が西

暦（８桁）で出力される。 

13 出港前報告時刻 
Ｃ 

  出港前報告が行われている場合は、出港前報告時刻が時分

（４桁）で出力される。 

14 出港年月日 
Ｃ 

  出港日時報告（ＡＴＤ）業務が行われている場合は、日本

時間に換算された出港年月日が西暦（８桁）で出力される。

15 出港時刻 
Ｃ 

  ＡＴＤ業務が行われている場合は、日本時間に換算された

出港時刻が時分（４桁）で出力される。 

16 通知（指示）内容
Ｃ 

  税関からの具体的な通知（指示）内容が出力される。 

17 連絡先名称 Ｍ   税関の連絡先名称が出力される。 

19 連絡先電話番号 
Ｍ 

  税関の連絡先電話番号が出力される。 

20 連絡先ＦＡＸ番号 Ｍ   税関の連絡先ＦＡＸ番号が出力される。 
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項番（※1） 項目名 区分（※2） 出力コード（※3） 内容 

21 連絡先メールアド

レス 

Ｍ 

  （１）税関の連絡先メールアドレスが出力される。 

（２）英字は全て英大文字で出力されるため、出力された 

メールアドレスに対してメールを送信する場合は、全て

英小文字に変換する必要がある。 

（例） 

「JAPAN-CUSTOMS@CUSTOMS.GO.JP」が出力された場合は、

メール送信時に「japan-customs@customs.go.jp」と変

換し送信する。 

  ②「区分」レベル 

（例） 

項目名 区分 

項目Ａ Ｃ

項目Ｂ Ｍ

下位レベルの項目は上位レベルの項目の区分に従属する。 

上位レベル項目があり、下位レベル項目Ｍ（必須項目）の場合、出力必須となる。 

（※3）業務コード集については、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）

に掲載している。 

（※1）各業務に対応した業務仕様書（出力項目）の項番を表示している。 

    なお、業務仕様書は、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）に掲載

している。 

（※2）「区分」の見方は以下のとおり。 

①「区分」の内容 

  区分 内容   

  Ｍ 必須項目   

  Ｃ 条件付項目   

  Ｘ 出力されない項目   
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別紙15「事前通知(通知)出力イメージ」
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別紙16「事前通知(解除)出力イメージ」



別紙 17「船卸許可申請（ＤＮＣ）業務 入力項目表」 

項番(※1) 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

2 処理区分コード 

Ｍ

  【船卸許可申請（ＤＮＣ11）業務を利用した場合】

ＤＮＣ11 業務で入力した処理区分コードが出力

される。 

【船卸許可申請（ＤＮＣ11）業務を利用しない場合】

｢９｣を入力する。 

3 船舶コード 

Ｍ

 信号符字（コールサイ

ン） 

【ＤＮＣ11業務を利用した場合】 

ＤＮＣ11 業務で入力した信号符号（コールサイ

ン）が出力される。 

【ＤＮＣ11業務を利用しない場合】 

（１）船舶の信号符字（コールサイン）を入力する。

（２）左詰めで入力する。 

4 航海番号 

Ｍ

  【ＤＮＣ11業務を利用した場合】 

ＤＮＣ11 業務で入力した航海番号が出力される。

【ＤＮＣ11業務を利用しない場合】 

航海番号を入力する。 

5 船会社コード 

Ｍ

  【ＤＮＣ11業務を利用した場合】 

ＤＮＣ11 業務で入力した船会社コード（※）が

出力される。 

※船会社に対してＮＡＣＣＳセンターが払い出

すコード 

【ＤＮＣ11業務を利用しない場合】 

ＮＡＣＣＳ用船会社コードを入力する。 

6 船卸港コード 

Ｍ

 港コード 

（業務コード集の国連

ＬＯＣＯＤＥ（国名コ

ードを含む）を参照）

【ＤＮＣ11業務を利用した場合】 

ＤＮＣ11 業務で入力した船卸港コードが出力さ

れる。 

【ＤＮＣ11業務を利用しない場合】 

船卸港（仮陸揚を行う場合は仮陸揚港）について、

港コード（国連ＬＯＣＯＤＥ５桁）を入力する。 

7 入港（予定）年月

日 

Ｍ

  【ＤＮＣ11業務を利用した場合】 

（１）船卸港への入港予定年月日を西暦（８桁）

で入力する。 

（２）日本時間で入力する。 

【ＤＮＣ11業務を利用しない場合】 

（１）船卸港への入港予定年月日を西暦（８桁）で

入力する。 

（２）日本時間で入力する。 

8 入港（予定）時刻

Ｍ

  【ＤＮＣ11業務を利用した場合】 

（１）船卸港への入港予定時刻を時分（４桁）で入

力する。 

（２）日本時間で入力する。 
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項番(※1) 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

【ＤＮＣ11業務を利用しない場合】 

（１）船卸港への入港予定時刻を時分（４桁）で入

力する。 

（２）日本時間で入力する。 

9 船卸期間開始年

月日 

Ｍ

  【ＤＮＣ11業務を利用した場合】 

（１）船卸しを開始する日を西暦（８桁）で入力す

る。 

（２）日本時間で入力する。 

【ＤＮＣ11業務を利用しない場合】 

（１）船卸しを開始する日を西暦（８桁）で入力す

る。 

（２）日本時間で入力する。 

10 船卸期間開始時

刻 

Ｃ

  【ＤＮＣ11業務を利用した場合】 

（１）船卸しを開始する時間を時分（４桁）で入力

する。 

（２）日本時間で入力する。 

【ＤＮＣ11業務を利用しない場合】 

（１）船卸しを開始する時間を時分（４桁）で入力

する。 

（２）日本時間で入力する。 

11 船卸期間終了年

月日 

Ｍ

  【ＤＮＣ11業務を利用した場合】 

（１）船卸しが終了する日を西暦（８桁）で入力す

る。 

（２）日本時間で入力する。 

【ＤＮＣ11業務を利用しない場合】 

（１）船卸しが終了する日を西暦（８桁）で入力す

る。 

（２）日本時間で入力する。 

12 船卸期間終了時

刻 

Ｃ

  【ＤＮＣ11業務を利用した場合】 

（１）「項番 10」の船卸期間開始時刻を入力した

場合は、船卸しが終了する時間を時分（４桁）

で必須入力する。 

（２）日本時間で入力する。 

【ＤＮＣ11業務を利用しない場合】 

（１）「項番 10」の船卸期間開始時刻を入力した

場合は、船卸しが終了する時間を時分（４桁）

で必須入力する。 

（２）日本時間で入力する。 

※「13」の項目は、最大２回繰り返し入力することができる。 
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項番(※1) 項目名 区分(※2) 業務コード(※3) 内 容 

13 通知先コード 

Ｃ

 利用者コード（※） 

※ＮＡＣＣＳセンターと

利用契約を締結する際に

払い出される、利用者を特

定するためのコード。本文

４－（３）の申請者ＩＤと

は異なるので留意するこ

と。 

【ＤＮＣ11業務を利用した場合】 

船卸許可申請控情報及び船卸許可通知情報を他

の利用者にも通知する必要がある場合は、当該利

用者の利用者コードを入力する。 

【ＤＮＣ11業務を利用しない場合】 

船卸許可申請控情報及び船卸許可通知情報を他

の利用者にも通知する必要がある場合は、当該利

用者の利用者コードを入力する。 

※以下［14］及び［15］の項目は、最大 100 回繰り返し入力することができる。 

14 処理識別 

Ｃ

  【ＤＮＣ11業務を利用した場合】 

「項番 15」に出力されたＢ／Ｌ番号に対して船

卸許可申請を行わない場合は、「Ｘ」（申請対象

外）を入力する。 

【ＤＮＣ11業務を利用しない場合】 

入力を要しない。 

15 Ｂ／Ｌ番号  

Ｍ

 【ＤＮＣ11業務を利用した場合】 

税関により事前通知コード（ＳＰＤ）の登録が行

われたＢ／Ｌ番号が出力される。 

【ＤＮＣ11業務を利用しない場合】 

船卸許可申請を行うＢ／Ｌ番号を入力する。 

（※1）各業務に対応した業務仕様書（入力項目）の項番を表示している。 

    なお、業務仕様書は、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）に

掲載している。 

（※2）「区分」の見方は以下のとおり。 

①「区分」の内容 

区分 内容 

Ｍ 必須項目 

Ｃ 条件付項目 

Ｆ 補完後必須項目 

Ｘ 入力不可 

- 入力無視 

②「区分」レベル 

（例） 

項目名 区分 

項目Ａ Ｃ 

項目Ｂ Ｍ 

下位レベルの項目は上位レベルの項目の区分に従属する。 

※項目Ａは条件付項目であり、入力する場合としない場合がある。 

 

 項目Ｂは項目Ａの下位レベルにある必須項目のため、項目Ａの入力がある場合、項目Ｂは必須入力とな

る。 

（※3）業務コード集については、Advance Filing Rules web site（http://www.naccscenter.com/afr/indexj.html）

に掲載している。 
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